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W　調査結果　Ergebnisse　der　Untersuchungen

1）　イノデータブノキ群集

　　　王）01ysticho－perseetumthunbergiiSuz．一Tok。1952（Tab．2）

　関東地方，東海地方の沿岸部沖積地を中心に発達する常緑広葉樹林は，高木層にタブノキが優

占するイノデータブノキ群集にまとめられる。イノデータブノキ群集は，丘陵地斜面や谷部で

は，高木層に夏緑広葉樹のケヤキ，ムクノキ，エノキなどを伴うことも多い。亜高木屡や低木層

には，シロダモ，アオキ，ヤブニッケイなどの液果をもつ鳥散布植物が多い。その他ヤブツバ

キ，ピサカキなど広く常緑広葉樹林に生育する種がみられる。草本層には，イノデ，オオバノイ

ノモトソウ，フモトシダ，オオイタチシダ，クマワラビ，リョウメンシダ，オニヤブソテツなど

シダ植物が多く，さらにフウトウカズラ，テイカカズラ，キヅタなどの常緑つる植物もみられる。

その他キチジョウソウ，ヤブラン，カブダチジャノヒゲなども広く生育している。

　　　イノデータブノキ群集
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→・自然状態の群落の進行　　　　　　　　→　人為的影響下での群落の進行
　　Progressive　unter　nat〔｛lichen　Zustand　　　　　　　I）rogressive　unter　1｝｝enschlichell　Zustalld

　　　　　　　　　　　Fig．13　イノデータブノキ群集群落環。

　　　　1）erGesellschaftsring〔lesPolysticho－Perseetumthunbergii．
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　イノデータブノキ群集の立地は，土壌堆積が良好で，丘陵地斜面や谷部では，崩積土壌が堆積

する適潤地である。

　静岡県下では，イノデータブノキ群集の立地はほとんど開発され，住宅地，畑耕作地，工場地

などに利用されている。これは，地形的にも開発・利用が容易であることが示される。また，土

壌堆積がよい適潤地に発達するため，スギ植林などに利用されることが多い。したがって，残存

林分はきわめて少なく，神社の社叢林に断片的に残されることが多い。久能山東照宮，清水市清

見寺など丘陵斜面に樹高13～16mの林分が残されている。田方郡戸田村御浜諸口神社では，胸高

直径70～100cmのイヌマキが，一流率50％以上を被い高木層に優占した林分を形成している。

　イノデータブノキ群集の立地は，静岡県下の高い人口をもった市街地や，スギ植林が広く丘陵

地斜面にみられる。とくに，人口の密集した都市部，市街地，工場立地などでは，現在残されて

いる神社林などの社叢林の整備，保全を図る。さらに公共施設や学校などを中心に，「ふるさと
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　→・自然状態の群落の進そ了
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Progressive　unter　natUlichen　Zustand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　人為的影響下での群落の進行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Progressive　unter　menschliごhe1玉Zus亡alld

　　　　　F圭9・14　ホソバカナワラビースダジイ群集群落環。

DerGesellschaftsringdesArachniodo－Castanopsietumsieboldii．
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の森」の復元を，生態学的な「ふるさとの森」形成方法で行ない，地域全体の環境保全，積極的

な創造を考える基礎として保全，発展させることが必要である。

2）　ホソバカナワラビースダジイ群集

　　Arachniodo－CastanopsietumsieboldiiMiyawakietal．1971（Tab．3）

Fig・15　常緑広葉樹林の林内相観（ホソバカナワラビースダジイ群集）。高木樹種は

　　　　タブノキ（濡水甫伊佐布）。

　Unterwuchs　im　immergrUnen　Laubwald，　Arachniodo．Castanopsietum
　sieboldii．　Die　hohen　Baume　sind　1％1卵α君1Lz〃～加ノgだ（Tabu　Baum）（10m　U．NN

　Sta（ltteile　Isafu　in　Shimizu），
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　東海地方を中心とする沖積地，丘陵地で，温暖多雨地方にホソバカナワラビースダジイ群集が

発達する。高木層には，タブノキ，スダジイ，ホルトノキが混生している。時に立地によっては，

それぞれの種が優占することがある。林床にはホソバカナワラビ，コバノカナワラビ，フモトシ

ダ，ベニシダ，クマワラビ，オニヤブソテツなど豊富なシダ植物が多く生育しているが，ホソバ

カナワラビ，コバノカナワラビにより群集が特徴づけられる。亜高木層や低木層には，広く常緑

広葉樹林に生育するシロダモ，アオキ，ヒメユズリハ，ヤブツバキなどの常緑広葉樹とともに，

タイミソタチバナ，イズセンリョウ，クチナシ，センリョウなどの暖地生の樹木が生育している。

　ホソ・ミカナワラビースダジイ群集の立地は，温暖，多雨で，土壌堆積が良好な比較的豊かな立

地条件を備えている。

　ホソバカナワラビースダジイ群集の残存林分は，伊東市八幡野来宮神社，赤沢三島神社，賀茂

郡西伊豆町白川学術参考保護林，下田市白浜神社，田方郡土肥町土肥神社，戸田村大上，沼津市

内浦弁天島，静岡市根古谷久能山東照宮他多くの神社林にみられる。とくに伊豆半島の海岸沿岸

部の丘陵地に多く残されている（Fig．！5）。

　ホソバカナワラビースダジイ群集の立地は，現在農耕地として生産地に利用されたり，住宅地，

スギ植林地，竹林に開発，利用されている地域が多い。果樹園としてミカン畑も広い。

　　Fig．16　ミミズパイースダジイ群集の島巡。高木層にボルトノキが多い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（静岡市，海抜20m）。

Unterwuchsdes　Symp1Qco　glaucae－Castanopsie£u皿sieboldii．　Die
Baumschicht　wird　vorwiegend　aus　E如θocαゆκ∫5yZηθ∫オ7ゴ∫var、8〃ψ≠此αgebildet（Stadt

Shizuoka，20m荘．　NN）．
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　3）　ミミズバイースダジイ群集

　　　Symploco　glaucae－Castanopsietum　sieboldii　Miyawakietal．1971

　　　（Tab．4）

　静岡県は，ミミズバイースダジイ群集の分布東限，北限とする地域でもある。静岡県の丘陵地

西部には，ミミズバイ，ヤマビワ，ハナミョウガ，ツルコウジなど，静岡県を東限，北限とする

植物により特色づけられるミミズバイースダジイ群集が，静岡市以西に分廊立地を有している。

　ミミズバイースダジイ群集は高木層がスダジイ，タブノキ，ホルトノキ，ヤマモモなど常緑広

葉樹により構成される。立地により優占度を変えて林分を形成している。林内には常緑広葉樹林

に共通なヤブニッケイ，シロダモ，ヤブツバキ，ピサカキ，アオキとともに，タイミンタチバナ，

ミミズバイ，ヤマビワ，イズセンリョウ，クチナシなどの暖地生常緑広葉樹や，サカキカズラ，

ツルコウジ，ホソバカナワラビ，コバノカナワラビ，ハナミョウガなどの暖地生草本植物が生育

している。残存林分は少なく，静岡市久能由東照宮，藤枝市岡出講波神社，袋井市村松油山寺，

法多謝，浜北市高根金刀比羅神社，浜松市和地などにみられる（Fig。16）。

4）　ルリミノキーイチイガシ群集

　　Lasiantho－QuercetumgilvaeFujiwara1981（Tab．5）

灘螺
・繋鱗i…、

鍮灘鷲難聴離

Fig．17　三ケ日町に広い面積で残されているルリミノキーイチイガシ群集の相観

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神明宮，海抜25m）。

　　Physiognomie　des　Lasiantho－Quercetumg玉1vae（Schinto－Schrein
　　Jinmeigu，　Mikkabl・cho，25m廿。　NN）．
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　静岡県西部のやや内陸部の丘陵地や沖積地にルリミノキーイチイガシ群集の生育立地がみとめ

られる。ルリミノキーイチイガシ群集は，静岡県以西の温暖，多雨な，海風の影響を直接受けな

い丘陵や沖積地に分布の中心をもち，紀伊半島，南四国，九州によく発達した残存林の林分をみ

ることができる。静岡梨では三ケ日町神明宮，引佐町方広寺などに残存林分がみられる。周智郡

森町小国神社ではスギ植林地が広いが林内に，イチイガシ，ヤマビワ，ルリミノキ，カンザブロ

ウノキ，などの低木をみることができる（Fig．17）。

　ルリミノキーイチイガシ群集は，高木層にイチイガシ，コジイ，スダジイ，タブノキが生育し，

密閉した樹冠を形成している。亜高木層，低木層には，ヤマモガシ，ヤマモモ，ホルトノキ，カ

ゴノキミミズバイ，ヤマビワ，ルリミノキなどが広く常緑広葉樹林に共通な常緑広葉樹低木と混

生している。草本層には，ツルコウジ，サカキカズラ，ハナミョウガ，ホソバカナワラビ，コバ

ノカナワラビなど種類が豊富にみられる。

　ルリミノキーイチイガシ群集の立地の大部分は，住宅地，農耕地，茶畑，スギ植林，モウソウ

チク林におきかえられている。またコジイ崩芽林やアカマツが優占する二次林などが広がってい

る。

　ルリミノキーイチイガシ群集の林分は，他の常緑広葉樹林に比較し，暖地生の植物とともに，

山地の常緑広葉樹林を構成するカシ類まで多彩な構成種を有している。したがってルリミノキー

イチイガシ群集の存在は恵まれた立地環境と生態系の中での多彩な生物相の確保を指標している。

　5）　カナメモチーコジイ群集

　　　Photinio－Castanopsietumcuspida宅aeNakanishi，TakedaetHattori
　　　1977　（Tab．6）

　中国・四国・近畿地方の，瀬戸内型気候下の降水量：の少ない地域あるいは，花簡岩を基盤とし

た乾燥しやすい貧養地にコジイが優罪する植分が広がっている。二次的に，人為的伐採な：どによ

っても，面積を広げているが，静岡県では，内陸部のルリミノキーイチイガシ群集に接した，母

岩露出の斜面などに発達している。このような林分はカナメモチーコジイ群集にまとめられる。

静岡県におけるカナメモチーコジイ群集の分布は静岡市を東限としている。

　カナメモチーコジイ群集は高木第1層にコジイが優占するが，アラカシやウラジロガシを混生

することもある。亜高木層，低木層にはアラカシ，ヤブツバキ，サカキ，ピサカキ，リンボク，

カナメモチ，ミツバツツジ，アセビ，シキミ，クチナシなどにより構成されている。草本層はマ

ルパベニシダ，アリドオシ，ジュズネノキ，コシダなどが生育している。貧養立地生の植物が多

い。

　カナメモチーコジイ群集の潜在立地は，伐採によりアカマツニ次林に変化させられた立地が広

い。
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　6）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　Ardisio・Castanopsietum　siebold量i　Suz．一Tok．　etHatiya1951（Tab．7）

　静岡県東部の丘陵地，西部の丘陵地あるいは伊豆半島の低山地に，金褐色の葉裏で，緑褐色に

樹冠をみせるスダジイが優幽する林分が残されている。内陸地ではスダジイ，アカガシ，ウラジ

ロガシが高木層に混生した林分を形成する。アカガシーシラカシ群団主部の構成種からなり，ヤ

ブコウジースダジイ群集にまとめられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は関東地：方，東海地方および日本海沿岸部の丘陵地を中心に広く日

本列島の中～西南部の沿岸域に発達している。低木層にヒイラギ，アリドオシ，ジュズネノキな
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→　自然状態の群落の進行　　　　　　　　→　人為的影響下での群落の進行
　　Progressive“nter　llattilichen　Zustand　　　　　　　Progressive　ullter　menschlichen　Zustalld

　　　　　　　　F量9．18　ヤブコウジースダジイ群集群落環。

　　1）erGesellschaftsring　des　Ardisio－Castanopsietum　sleboldii．
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　　Fig・19集落の背後の斜面に生育するヤブコウジースダジイ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安倍川中流，海抜250m）。

玉）asArdisio－Castanopsietum　siebQldii　istaufdemHanghinter
der　Klolonie　noch　erhalten　geb】ieben（am　Mittellauf　des　Flusses　Abegawa，250m

質．NN）．

どの種群が生育する。沖積地や丘陵地下部に生育するイノデータブノキ群集とともに，北限域の

常緑広葉樹林を代表する（Fig。19，20）。

　ヤブコウジースダジイ群集の立地は，現在茶畑，耕作畑地，スギ，ヒノキ植林，コナラ雑木林

やスダジイ繭芽林，竹林，住宅地などに変わっている。
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覇…難繊謹嚢難嚢灘灘羅！鑛難難灘灘繊難懸
F量g・2G藁科川の中川に発達する通称（く木枯森”の常緑広葉樹林（ヤブ

　　　　コウジースダジイ群集）の網観。

　Physiognomie　des　imlnergrUnen　Laubwaldes　genannt眠Kogarashi－no－mori”

　entwickelt　auf　einer　Insel　im　FluB　Warashina－gawa（A　r　d　i　s　i　o－Castano－

　psietum　siebold玉i，5mU。NN），

　7）　シラカシ群集，ツクバネガシーシラカシ群集

　　　QuercetummyrsinaefoliaeMiyawak量！967，Querce宅um

　　　sessilifolio－myrsinaefoliaeFuliwara198！（Tab．8）

　内陸部の沖積地や，山足部の鰻谷斜面に，わずかにシラカシ群集が発達可能な：立地がみられる。

静岡市中平ではコジイとの混生林が残存しているが，安部川，大井川，天竜坦の上流域の漢谷山

足部で，土壌の移動が少ない安定地には，シラカシ，ツクバネガシの混交林が発達しているのが

みられる。一般に渓谷斜面は土壌の移動が起こりやすい。したがってイロハモミジーケヤキ群集

のような夏緑広葉樹が優占した漢谷林が発達する。土壌が安定した：立地では，常緑広葉樹林が発

達する。内陸のシラカシ，ツクバネガシの混生林は，ツクバネガシーシラカシ群集にまとめられ

る。ツクバネガシーシラカシ群集は，亜高木層，低木層にシラカシ，ヤブツバキ，イヌガヤ，ヒ

サカキ，チャノキなどが生育している。林床には，ベニシダ，テイカカズラ，ヤブコウジ，ナガ

バジャノヒゲが生育している（Fig．2！，22）。

　ツクバネガシーシラカシ群集および，シラカシ群集の，静岡県における潜在立地は，残存林が

きわめて少ないこと，生育立地も局地的であることから，面積的には狭いと考えられる。
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Fig．21　ウラジロガシを混生するシラカシ群集と代償植生の茶畑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（梅地，海抜400照）。

Quercetum　myrsinaefohae　nlit（2～｛εrαご∫∫αZ～cどπα，und％6α

∫〃zoη5ご∫一Garten　als　Ersatz　des　Quercetum　myrsinaefoliae

（H・nkawane－cho　Umeli，400m　U．　NN）．
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　　　Fig・22　シラカシ群集の内部（本川根町梅地，海抜400m）。

UnterwuchsdesQuercetummyrsinaefoliae（Umeji，Honkawane－cho，
400rn　U．　NN）．

　8）　シキミーモミ群集

　　　Illicio－Abiete拠mfirmaeSuz．一Tok．196！（Tab．g）

　静岡県の海抜240～870mで，高木履にモミ，ツガ，ウラジロガシ，アカガシが，立地により優

占を異にしている林分が残存している。シキミ，ミヤマシキミ，カヤ，アセビで区分され，シキ

ミーモミ群集にまとめられる。
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　　　　Fig．23　シキミーモミ群集の残存林（御殿場市，海抜500m）。

Relikt－Walddes　Imcio－Abietetum　firInae（StadtGotenba，500m荘．NN）．

Fig．24急傾斜地に生育するシキミ…

　　　　　モミ群集（寸陰峡，海抜450m）。

Ein　Steilhang，　bedeckt　mlt　einem　I　B　i　c　i　o－

Abietetum　firmae，　in　dem（2ε‘61・α‘∫

∫α♂～ご～〃αdominiert（Sumata－kyo，450m　U．

NN）．
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Fig．25　岩崖上に発達するウラジμガシが優醒したシキミーモミ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（接阻峡，　海抜500m）。

　　　則icio－Abietetum　aufeinemSteilhang；Q～把ブ。κ55副。癩

　　　dominiert（Sessokyo，500m蹟．　NN）．

Fig．26　シキミーモミ群集の圏内

　　　　　　　　　　　　（沼津市，海抜500m）。

　　Unterwuchsdeslllicio－Abietetu皿
　　Firmae，　Faz1es　von　Qε‘θ1一α’5∫α」∫c～’zα

　　（Sta〔lt　Nun｝azu，5001n　U．　NN），
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　シキミーモミ群集は，常緑カシ類と常緑針葉樹が，ヤブツバキクラス域上限域で混交する林分

である。やせ尾根地では，モミ，ツガが優即するが，急傾斜の岩旧地ではウラジロガシが高木層

に優曝した林分を形成する（Fig．23～26）。

　また海抜720～870mの伊盈半島湯ケ島町猫越峠，榛原郡金谷町八高幽では山頂直下のゆるやか

な斜面にアカガシ優下林が形成されている。

　シキミーモミ群集は，発達した林分で樹高20～30mの森林を形成する。亜高木層，低木層に

は，ヤブッバキ，シキミ，ピサカキ，ユズリハ，ヒイラギ，ミヤマシキミなどが生育している。

草本層には，ヤブコウジ，キッコウハグマ，シャンランなどが生育する。

　静岡県のシキミーモミ群集では，千葉県募総半島で調査された（宮脇・藤原・箕輪・村上1983，

Mlyawald　and　Fuliwara　1983）ホソバカナワラビ，コバノカナワラビを林床に有し，イズセ

ンリョウ，リンボク，バリバリノキ，タイミンタチバナ，クロバイ，イヌガシ，センリョウな

どイズセンリョウースダジイ群団の主要構成積が混生する林分が，海抜240～360mに分布してい

る。1月目平均気温が4℃以上で年降水量2，000mm以上の内陸部に潜在立地を有している。

　シキミーモミ群集は，静岡県では，海の影響のない内陸部の海抜240～870m付近までに潜在立

地を有している。立地は他の常緑広葉樹林よりも低温地域で厳しい。さらに，やせ尾根地，急傾

斜地などの極端な地形条件が相乗しており，一度破壊されると復元が困難である。シキミーモミ

群集の破壊は，立地の崩壌に止まらず，山地崩壊や河川の氾濫から，海岸の赤潮の発生まで多大

な影響を与える。したがって，シキミーモミ群集が潜在自然植生域では，森林伐採，道路建設な

どの土地利用を制限し，立地を改変しないなどの対策が必要とされる。

　9）　マサキートベラ群集，トベラーウバメガシ群集

　　　Euonymo．pittosporetum£obiraMiyawakieta1．1971，P玉ttosporo－

　　　QuercetumphillyraeoidisSuz．一Tok．etHatiya1951（Tabユ0）

　伊豆半島や御前崎などの，海岸に屹立する海食断崖地は，常に海から吹きつける塩風と，土壌

堆積が少なく腐植質の乏しいきびしい環境条件下にある。このような所では葉が厚く，クチクラ

層が発達した，乾燥，塩：風に耐えられるウバメガシ，トベラ，マサキ，マルバグミなどの低木が

密生した海岸風衝低木林を形成している。静岡県内では，伊豆半島を門限として，乾燥立地に発

達するトベラーウバメガシ群集と，広く日本列島の沿岸部に生育するマサキートベラ群集が分布

している。トベラーウバメガシ群集は，伊豆半島土肥町より石廊崎』にかけた西～南岸と御前崎の

断崖地に発達している。マサキートベラ群集はやや土壌が堆積した予想地に発達するが，伊東市

城ケ崎ではビャクシンを伴った林分がみられる。

　海岸断崖地の風衝低木林は，クロマツを伴う3層群落を形成しやすい。樹高6～15mの林分を

形成するが，クロマツを欠く三分では1．3～5mの樹高で2層群落を形成する。トベラーウバメ

ガシ群集，マサキートベラ群集は地中海沿岸の風衝低木林と景観的に類似して，頭をはさみで刈
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　　　　マサキートベラ群集

Euonymo－Pittosporetum　tobira、

下草刈り，落葉かきの
停止，自然への復元
Einstellung　der

PflegemaBnahn、en

　　クロマツ植林

丹フz～’s〃躍鴛ゐρ饗ガーForst

　　復元　　　伐採
Regeneratlon　　　　　Kahlschiag

（盤、、、晶謝

　植林
Aufforstしmg

　　　チガヤーヌ、スキ・群落

1ηψのη～αの・～～ηゴ漉σvar．た。θ17～9～～一

M’s‘θη〃～〃ss’，～ω～Nな一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　→・自然状態の群落の進行
　　　　　　　　　　　　　　　　　Progressive　unter　IlatUlichen　Zustand

　　　　　　　　　　　　　　　→　人，為的影響下での群落の進行
　　　　　　　　　　　　　　　　　Progress｛ve　unter！ne臓schlichen　Zustand

　　　　　　Fig．27　マサキートベラ群集群落環。

DerGesellschaftsring（lesEuonymo．Pittosporetumtobira．

りとられたように，風衝によりそろえられているため，マッキー状を呈していると表現される。

　トベラーウバメガシ群集は，ウバメガシを標品種としてまとめられる。静岡県下では，マサキ

ートベラ群集はヒメユズリハ，ヤブニッケイ，サルトリイバラ，ヤブコウジなどが高常在島で生

育し，トベラーウバメガシ群集と区：分される。林床には，ツワブキが高常在度でみられる。

　静岡県の海岸断崖地は，富士・箱根国立公園，御前崎県立公園に含まれているが，風光明眉な

立地が多く，海岸線近くを礎る道路建設や，観光地のための伐採，火入れなどの人為的破壊が行

なわれ，ススキ，ハチジ。ウススキ，チガヤの優離する草原やシバ草地などの代償植生におきか

えられている（Fig，27）。

　10）イ麟ハモミジーケヤキ群集他

　　　Aceri－ZelkovetumMiyawaki　et．　K．　Fujiwara　1970u．　a．（Tab．11）

　常緑広葉樹林を気候的終局群落とするヤブツバキクラス域にあって，土壌が湿潤でかっ表層土

の動きやすい巌錐斜面など立地の不安定な漢谷地は，土地的持続群落であるイロハモミジーケヤ

キ群集の発達する潜在自然植生域である。静岡県内では海抜80mから400mにかけての範囲に位

置する河川ぞいのV字漢谷や急峻な谷部はイロハモミジーケヤキ群集の分布する潜在立地と考え

られる（F｛9。28，29）。

　イロハモミジーヶヤキ群集は，高木層に樹高20～30mに達するケヤキが優罰し，亜高木層には

イロハモミジなどの落葉樹が混生している。林床の低木摺や草本層にはアオキ，ヤブツバキ，シ

ロダモ，テイカカズラ，ジャノヒゲ，キヅタなどヤブツバキクラスの常緑植物が多数生育してい

る。

　県内ではこのほかイPハモミジーケヤキ群集と同様に立地の不安定な漢谷地に分布する森林群

落として，大井川中～上流域の海抜400から500mかけての崖錐斜面に生育するアブラチャンーホ
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　　　F量9．28漢谷に発達するイロハモミジーケヤキ群集

　　　　　　　　（静岡布上落合中河内川沿い，海抜330m）。

Physiognomie　des　A　c　e　r　i－Zelkovetumam　Schlucht・Hang　entlang

eines　Bergbaches（FluB　Nalくagouchi，1くam三一〇chlal，　Stadt　Shlzuokaβ30

m廿．NN）．

ソバタブ群集がしられている。アブラチャンーホソバタブ群集の分布域は一般にイロハモミジー

ケヤキ群集のそれよりは高く，ヤブツバキクラス域上部のツクバネガシやウラジロガシなどの生

育する漢谷地に多くみられる。また群落を構成する植物にはブナクラスの低木類や華本類が混生

し，これらの種群が本群集を特徴づけている。このことからも県内の内陸部の河川中上流域の渓
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　Fig．29　ヤブツバキクラス域の漢谷斜面に生育するイロ・・モミジーケヤキ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（駿東郡小山町，海抜300m）。

Das　Aceri．Zelkovetum　amScl、1ucht・Hangim　Camelhetea　laponicae．
Geblet（Oyama－cho，　Sunto－gun，300m　U．　NN），

谷地の潜在自然植生としては，アブラチャンーホソバタブ群集が考えられる。

　イロハモミジーケヤキ群集やアブラチャンーホソバタブ群集の成：立するような立地の不安定な

崖錐斜面は，多くの場合斜面崩壊防備林としてそのまま残されてきた。しかし近年における土木

技術の進歩，道路拡張事業に伴なってこれらの貴重な自然林が失なわれっつある。緑を生した県

土保全の意味からも，また自然災害に対する防備林としてこれらの漢谷林は充分保護，保全する

必要がある。

　イロハモミジーケヤキ群集を潜在自然植生とする地域の土地利用形態をみると，スギ植林ある

いは，モウソウチク林として部分的に利用されている。しかし全般的には土砂崩壊防備林として

自然のまま残されている地域が多い。イロハモミジーケヤキ群集域の群落環はFig30に示された。

　11）　ムクノキ～エノキ群集

　　　Aphana蔦tho－CeltidetumjaponicaeOhno1979（Tab。！2）

　東海地方など太平洋沿岸低地を流れる河川の氾濫によって形成された沖積低地や自然堤防など

時として洪水による撹乱を受けやすい立地の不安定な地域の潜在自然植生としてムクノキーユノ

キ群集などの河畔林が考えられる。

　ムクノキーエノキ群集の群落相観は，高木層および亜高木層に樹高10～30mに達するエノキ，
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スギ植林

OrンP亡。～ηerfαノαρoη∫oα・Forst

モウソウチク林
∫》んyZZo8fαcんys　lzεオerocycZα

var．Pμδeεceηs－Bes七a！1d

　　　l　　l

　　　l　l

　　ヒヨドリバナ群落一一一レ　センニンソウ群集
　　（伐採跡群落）　　　　　　　　　　（低木・マント群落）

器蹴艦二品，、　　C㎏鴨聡達翻職e

瞥ニー…謝翻
L一，＿非難舗艶

　　　　　　Aceri－Ze｝kovet疑m（Schluchtwald）

　　　渓谷ぞいの崩積性来熟土の堆積した巌錐斜面及び岩礫地
　　　Sch犠tthalden　und　Skelettb6den　entlang　des　Flusses

一自然発達　　　一一一一一→圏伐採　　　　　一一一・一植林
　　　　　nat践rl量che　　　　　　　　　　Kahlschlag　　　　　　　　　Aufforstung
　　　　　Enもwicklung

Fig・30　イ闘士モミジーケヤキ群集域の群落環《宮脇他1984改変）。

　　　Gese1】schaftsrlng　im　Aceri－Zelkovetum－Gebiet
　　　（nach　Miyawaki　et　aL　l984．　z．　T．　verandert）．

ムクノキ，ケヤキなどの落葉高木が優占し，林床の低木層，草本層にはアオキ，シロダモ，ヤブ

ッバキ，ヤブニッケイ，アラカシ，キヅタ，ヤブランなどヤブツバキクラスの常緑植物が多数生

育している。

　静岡県内では天竜川沿いの浜北市，浜松箭や狩野川中流域の修善寺町においてムクノキーエノ

キ群集の林分が植生調査されている。これらのムクノキーエノキ群集の分布する場所と同質の生

育環境を示した土地は，県内では太田川流域，大井川流域，安倍川を中心とする静岡平野，富士

川流域そして狩野川下流域にも認められる。これらの沖積低地，後背湿地はムクノキーエノキ群

集の潜在的な生育地とみることができる。

　ムクノキーエノキ群集を潜在i自然植生とする地域の土地利用形態をみると，多くは畑地に利用

されているが，後背湿地の微高地は水田や宅地となっているところもある。河川ぞいの自然堤防
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マダケ，ハチク林

Pゐン〃os施。海y8　bαηめμ80∫（オes－

und　Ph，η喀rα一Best忍nd

　　　↑

　　　i
カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　（畑地雑草群落）

Pinellio　ternatae・Euphorbietum
pseudochamaesycis（Ackerむnkrautgesellschaft）

ノミノフスマーケキツネノボタン群集
　　　　（水田雑草群落）

Stellari◎一Ranunculeturn　cantoniensis．
（Reisfeld。Unkrautgesellschaf七）

　　　　　　↑

　　　　　　5
　　　　　　｝

　　　　　　1
　　　　　　ヒ
　　　　　　｛

ムクノキ～エノキ群集（河畔林）

ノイバラ群落（低木・マント群落）

Rosa　mult圭flora・Gese且schaft
（Mante茎gesellschaft）

Aphana聡tho・Cel七idetumlaponicae（Flu誌・Uferwaid）

　　褐色低地土で被覆された河川ぞいの自然堤防及び沖積低地内の微高地

　　Deich　and　a護uviale　Ebene　mit　feuchter　Braunerde　enもlang　des　Flusses

一一一一一竡ｩ然発達　　　　一一一レ伐採・耕作　一・一一一一や植林
　　　　　nat銭rliche　　　　　　　　　Kahlsch董ag　u．　　　　　　　Aufforsもung
　　　　　Enもwicklu聡g　　　　Beackerung

　Fig．31　ムクノキ一段ノキ群集域の群落環（宮脇1984改変）。

GesellschaftsringimAphanantho－Celti（letum　japonicae．
Gebiet（nach　Miyawaki　1984，　z．　T。　verandert）．

や河岸段丘上ではマダケやハチクが植栽された地域も少なくない。ムクノキーエノキ群集域の群

落環はFig．3！に示された。

　12）　ジャヤナギーア四国ヤナギ群集，タチヤナギ群集他

　　　Salicetum　eriocarpo．chaenomeloidis　Okuda　1978，　Sahce宅urn

　　　sub釜ragilisOkuda1978u．a．（Tab，13～15）

　ヤブツバキクラス域．の低地河畔に発達するヤナギ高木林はジャヤナギーアカメヤナギ群集の凡

例にまとめられている。同時に，ジャヤナギーアカメヤナギ群集に接して生育する亜高木林とし

てタチヤナギ群集がある。両群集はしぼしぼ同一立地に斑紋状に生育する。

　ジャヤナギーアカメヤナギ群集は群集名の両種を標徴種とする。植生高は！0～12mに達し，夏
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　　　　　　　　　　　　　7ab．13　ジャヤナギーアカメヤナギ群集

　　　　　　　　　　　Sa】lcetumeriocarpo・chaellome］oidis

Datum　d・Aufn．調査年月日：14　Ju瓢1979，　Gr6Be　d．　PrQbeHache調査野積：225m2，　H6he　u。　Deckung

d・Baumschicht－1高木第1層の高さと植被率：15m，70％，　H6he　u．　Deckung　d．　Baumschichレ2高木第

2層の高さと植被率：8m，40％，　H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さと植被率：2m，50％，

蚤｛6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さと植被率：0．6m，70％，　ArtenzaN出現種数：56spP．

Kennart　d．　Ass．：　　群集標徴種

　＆ぬエ6がocα功8　　ジャヤナギ　　　Bl　4・4

Kennarten　d．　h6heren　Einheiten：上級単位の種

　＆漉ぼ鋤・嬬α（吻Zぬ　コゴメヤナギ

　3αZ㍑∫2惚9γα　　　イヌコリヤナギ

Begleiter：　　　　　随伴種

　丑’2耀5ノε2・規α　　　　ヤシャブシ

　AZηZf∫んか∫π彦αvar．3必アゾ‘α

　　　　　　　　　　ヤマハンノキ
　研：甜θガαプZO7漁τ切ぬフジ

Ro∫α〃耀Z彦曜。／rα

Dθμ薦fα｛7ノ・8ηα雄

既∫解Zα礁COノ・σ

五〇ノz’6βノη」砂。π’‘α

ノイバラ

ウツギ

ニシキウツギ

スイカズラ

Bl　1・1

S　十・2

B2　2・2

B2
B2
S

S

S

S

S

Cβ如∫オノー螂Or海。μ♂磁π3ツルウメモドキS

㍑9～4∫かマf～πo・びα幻b♂ゼz〃η．

　　　　　　　　　オ’ナノミイボタ　　　S

君んθわ∫α9κ加α畝　　　アケビ　　　　　S

Kαみ初帽αゴ妙。η．fcα　ビナンカズラ　　S

ルθ如ガα∫6α刀漉η5var．ノ♪磁ノ・8ご

　　　　　　　　　ヘクソカズラ　　S
D∫o∫co7’¢αブ曜）oπfcα　ヤマノイモ　　　S

Dガ。∫cor召αオ。ん。プ。トコロS

ハ4即αがαあう砒α　クズ　　S
Cθ燃∫加8η5ゴ∫var．ノ‘ψ・癬α

　　　　　　　　　エノキ　　　　　S
五∫gz4∫吻麗〃り41）o雇‘μノπネズミモチ　　S

A‘8ア舗〃ZOηo　var．刀Zα7噛〃ZOプα孟Z〃丹

　　　　　　　　　エンコウカエデ　S
恥4プα刀g召αゴ肌ノ。伽の・α薦

　　　　　　　　　　タマアジサイ　　S

＆oμ∫8ノ・8‘如　　　　イヌビワ　　　　S

αノη薦ノπoノπ脚πメ妙。／z∫c㍑ノπ

　　　　　　　　　　ヤブニッケイ　　S

808ん加θがα宴）此碗α　識アカソ　　　　S

勘g召プαα加η功。漉5カラスザンショウS

五60／74∫9ノ噌α〃z加8μ5　セキショウ　　　K

2・2

1・2

1・2

2・2

1・2

1・2

1・2

1・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

3・3

勘0ノ・α91〃∫忽5αμ∫オ7・α♂掴　ヨ　シ

飾配敵ッ加αCOプ磁如　　ドクダミ

Rθ加86舵αC⑳’ηθα　　　キチジョウソウ

Cα1㍑・伽αc8αvar．αノzg配漉・ノー

　　　　　　　　　　　ミヤマシラスゲ

Co㍑如砿y〃雄ヴ。ゐz　　ジュズダマ

ル蝕5鉱85勲0加Cα　　フ　キ

Egz溶磁‘ノπα摺θη∫8　　スギナ

丑プ漉5∫αブ4〆）o雇。α　　　ヤブコウジ

擁晒ッノ旧’～〃πノ妙。π∫‘κノπ　シケシダ

K：

K
K：

K
K
K
K：

K
K

7｝ゴ∫o刀fαθり605〃～α4b〃α

　　　　　　　　ヒメヒオウギズイセン　K
ハ4∫（ン・o∫’確’甜〃’・乙，ゴ川f〃8～〃π

　　　　　　　　　　アシボソ　　　　K
（bノビZO50ノ¶～び　αCμ1～躍ノ～ζτ‘π5ホシダ　　　　　　　　　K

Oαノーβ』じ　cf．　！）ガ5～＝プ～）プノノ～f5

　　　　　　　ホンモンジスゲの一種　K
5∫ε9π09卿〃〃～αρ・之0’subsp．〃ω〃∬’〃’α

　　　　　　　　　　　ミゾシダ　　　　K：

％砂頭。んz4ηπザψ紹1・oπジュウモンジシタK

α8ηz鷹ガ∫砂∫ザb々α　　ボタンヅル　　　K

Tんめψ孟8ノ・’∫ご・〃・85∫・脚var．‘αんα‘α

　　　　　　　　　　ヒメワラビ　　　K
A吻・㎎『8π吻’4おvar．加ノ・α6　f．∠8Zκαノz訪ε‘∫

　　　　　　　　　　シロヨメナ　　　K
Heゴθノ・α7・1zoηめeα　　　キヅタ　　　　　K

／18γ⑳y7’oπ々α〃’（ワ》　　カモジグサ　　　K：

C7つ4》孟0’α6ノ～∫α∫01＞0／Z’ごα　ミツノミ　　　　　 1く二

Pα1・言1z8ηo‘f∬～4∫孟ノ・～α4砂’♂α如

　　　　　　　　　　ツ　タ　　　　　K
沢厘yη6ん。ゆ8ノ弓槻〃η・びε7’彦∫c沼α‘～〃π

　　　　　　　　　　シュウブンソウ
∫b4y8切間ノμ，測σδア・ノμ8　ミズヒキ

飛5薦。αμη刀∫8毎ノ〃α　　トボシガラ

βo読η勘・如Zωzgゴ5ρ∫cα　ヤブマオ

蹄αZα7廊μ7W～漉照68αクサヨシ

〆1碗yπ〃z擁8∫メ妙。／z加イノコズチ

Aガ5αθ”Zαπ1帽α5カπα　　ウラシマソウ

K
K
K
K
K
K
K

2・3

2・2

2・2

1・2

1・2

！・2

1。2

1・2

1・2

レ2

1・2

1・2

1・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十。2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

十

十

Lage　d．　Aufn．調査地：Higashiizu－cho，　Kamo・gun（80m茸．　NN）賀茂郡東伊豆町白田（海抜80m，）
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．14　タチヤナギ群集

　　　　　　　　　　　　　　　Salicetumsubfragilis

Feld　Nr．調査番号：M－21，　H6he茸．　Meer海抜高：5m，　Gr6Be　d．　Probenache，調査面積140m2，　H6he

u．Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さと植被率：5m，90％，　H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht

草本層の高さと山山率：1m，20％，　Artenzal出現記数17spP．

Kennart　d．　ASS＝　　群集標徴種

　5α舐℃∫～めプ〉’αg漉5　　タチヤナギ　　S　5・5

Beglei亡er：　　　　随伴種
　飢ノ・αg〃雇8∫α醐彦ノ剛α如　ヨ　シ　　　　K　1・2

　P1～認αノ廊α1wz諾加鷹召α　クサヨシ　　　K　1・2

Rz〃〃薦ノ妙。廊榔　　　　ギシギシ　　　K　1・2

％’8漉μ如た厩短αηα　　オヘビイチゴ　K　十・2

勘4ygo1膨ノ〃ρ81プ配～漉‘〃ノzイシミカワ　K牽・2

加Zα‘∫（荻翻∫var．48ψ諭Z∫

　　　　　　　　　　　イ　　　　　　K　　十

Lage　d．　Aufn．調i査地：Iwai，　Stadt　Iwata，磐闘布岩井，　Datum〔L　Au｛n．調査年月撲：17　Mai　1986．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab。雀5　　サツキ琴洋集

　　　　　　　　　　　　　　　Rhododendτetum　in（lici

Feld　Nr．調査番号；M－14，　Datum　d．　Aufnahme調査年月臼116　Mal　1986，　Gr68e　d．　Probe飴che調査

面積＝5m2，　H6he　d．　Vegetation植生高；40cm，　Deckung　d．　Vegetatlon植被率170％，　Artenzahl，出現

種数：10．

Kennart　d．　Ass＝　　　　群集標徴’種

　ノ肋040漉ノ～41η〃～〃6～～α〃〃サツキツツジ

Begleiter：　　　　　　随伴種

　D6～歳～α∫6融1U　　　　マルバウツギ

　盈‘びα∫曜＞oη～‘α　　　ピサカキ

　0∫ノ規胡4α’α〃CαZ　　　ヤシヤゼンマイ

3．31

2・2

1・1

2・2

Cるψ5～〃z‘∫んα5’α孟”∫

な87・～3漉ノ汝τ’α

Mθ‘0識〃μρ04yαノ～〃～05

男ゴ（ぴηガ∫肋・蝕

Ho∫如Zoπ9ψθ∫

盈5∫μcαμ1一びか9♂z〃7zα

ミツデウラボシ　　！・2

ニガナ　　　　　　　1・2

ホソバコケシノブ十・2

ホトトギス　　　　　十

イワギボウシ　　　十

トボシガラ　　　　　十

Lage　d．　Aufn．調査地：Urakawa，　Sakuma－cho，　Iwata－9un磐田郡佐久間町浦川

緑広葉樹で生長の早いジャヤナギ，アカメヤナギ，カワヤナギなどが高木層を形成する。低木摺

にはノイバラ，イヌコジヤナギ，ウツギ，ツルウメモドキ，スイカズラなどがみられる。草本層

は密に生ずる場合が多く，クサヨシ，カモジグサ，コモチマンネングサ，アシボソ，スギナ，ヤ

エムグラなどがみられる。またタチヤナギ群集は植生高4～6mでタチヤナギが優占し，オノエ

ヤナギ，カワヤナギを混在する。林床はミゾソバ，スギナ，ヨモギ，セリ，コモチマンネングサ

などが生育する。さらに，渓流辺の岩壁にはサツキ群集，ツルデンダーイワユキノシタ群集，ミ

ッデゥラボシーイワタバコ群集などもみられる。

　生育地は河川の下流域，後背湿地などで，地下水位が約30cm，土壌は球質性の砂土で礫を含

まない。したがってハンノキ群落の立地に近いが，本群集は洪水などによる流水圧を受け，しか

も無機物質の供給を受けるためより富栄養な立地である。県下では現存林分が富士市浮島ケ原や

賀茂郡東伊豆に記録されている。潜在立地はこれらの生育地をふくむ周辺域および天竜川，大井

川などの下流域に点在している。

　ジャヤナギーアカメヤナギ群集の代償植生にはウジカワーコナギ群集，カラスビシャクーニシ

キソウ群集などがあげられる。

　ジャヤナギーアカメヤナギ群集やタチヤナギ群集は低地の灌概用の排水路や湖岸などの護岸形



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51

成に適した群集である。また残存林分はきわめて稀となっているため，湿生地の生態系保全のた

めに欠かすことのできない植生の一つである。

　13）　イヌツゲーハンノキ群集

　　　王1ici－Ahetum　japonicaeMinamikawa，YatohetKobayashi　1974

　静岡県内のヤブツバキクラス域において，常時地下水位が高く，過湿な立地条件下にある低湿

地はイヌツゲーハンノキ群集を潜在自然植生とする地域と考えられる。

　ヤブツバキクラス域の低湿地に分布するハノンキ林の大部分は，古くからの画一的な水田化や

近年の土地開発，造成によって消失し，現在では丘陵，台地の谷戸などの湧水地に小面積に残さ

れたハンノキ林をみるにすぎない。県内の潜在自然植生図では，過湿な立地条件下にある河川の

後背低地や台地，丘陵部の谷戸はイヌツゲーハンノキ群集の潜在的な生育地として比較的広面積

ヨシ群落（低履湿原植生＞

Pんrαgηz∫亡εsαμsかαZ∫s－Gesel圭schaft

（Niedermoor－Vegeもation）

　　　↑

ミゾソバ群集（水田放棄地雑草群落）

Polygonetum　thunberg三i
（Brachre三sfe玉dむnkrautgesel｝schaft）

　　　↑

ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）

Sagittario－Moれochorieむum
（Reisfeld・Unkどauむgesellschaft）

　　　車
　　　I
　　　i
　　　l
イヌツゲーハンノキ群集（湿生林）

Ilic三一Alnetum　laponicae
（Erlenb燃chwald）

一クサヨシーハンノキ群落（湿生林）
　　　P1～αZαrεSαrμη（Zゴηαceα一ノ4」～2μ8

　　　ゴαpoη∫cα一Gesel重schaぞ七

　　　（Eとlenbruchwald）

灰色低地土及びグライ土で破覆された沖積低地や谷戸の過湿地

Al玉uviale　Tiefebene疑nd　Moore　mit　nasser　Grauerde　oder　Gley

　　　一一自然発達　　　一一一一一→伐採・耕作
　　　　　　　　nat荘r至iche　　　　　　　　　Kahlschlag級．
　　　　　　　　8ntw三cklung　　　　Beacker疑ng

　　　Fig．32　イヌツゲーハンノキ群集域の群落環。

Gesellschaftsring　i買11hci－Alnetumjaponicae・Gebiet，
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で示されている。

　イヌツゲーハンノキ群集を潜在自然植生とする地域の土地利用形態をみると，その大部分は水

田として利用されている。谷戸の湧水辺や池沼周辺のように，極端な過湿地では稲の生産性が低

いこともあり早くから耕作が放棄されている。そこには半自然性のヨシ群落がみられる。イヌツ

ゲーハンノキ群集域の群落環はFig。32に示された。

　14）ハマボウフウクラス他（砂丘植生）

　　　GlehnietealittoralisOhba，MiyawakietTx．1973u．a

　　　　（K茸sξend琶nen　Vageta宅ion）（Tab．16）

　海岸砂丘は，砂の移動，海からの強風，海水の飛沫，強い日射とそれに伴なう土壌水分の蒸発

・乾燥など植物の生育には厳しい環境にある。しかし，そこにはコウボウムギ，ケカモノハシ，

ハマニガナ，ハマヒルガオ，コゥボゥシバ，ハマボウフウ，ハマゴウなど海岸砂丘特有の植物が

みられ群落を形成している（Fig．33）。

　砂丘植生は，海岸線からの距離，砂丘の発達状態や地形によって生育する種，群落が異なり，

いくつかの群落が帯状配置を形成するのが一般的である。海藻やゴミ，漂流物が打上げられる汀

線沿いの立地は富栄養になっており，オカヒジキクラスにまとめられるハマヒルガオーオカヒジ

キ群集が小塊状に生育する。また，より汀線側や砂の移動が激しい不安定な立地には，コウボウ

ムギ，コウボウシバ，ハマニガナ，ハマグルマ，ハマヒルガオなどが生育し，ハマグルマーコウ

ボウムギ群集を形成する。避状地で比較的水分に恵まれた立地にはコウボウシバが純群落状にコ

ウボウシバ群落を形成することがある。砂丘前線から後部にかけてのやや安定した立地には，前

述の種の他にケカモノハシ，ビロードテンツキ，オニシバなどがみられ，ハマグルマーケカモノ

ハシ群集やハマグルマ一十ニシバ群集，ハマニガナービロードテンツキ群集が成立する。これら

の群落はコウボウムギ，ハマグルマ，ハマヒルガオ，ケカモノハシなどの共通に出現する種の生

育により砂丘不安帯の植生の上級単位であるハマボウフウクラ入にまとめられる。

　ハマボウフウクラスの生育地よりもさらに立地的に安定した砂丘後背地には，高さ1m前後の

低木であるハマゴウやマルバアキグミ，チガヤが生育し，チガヤー・ハマゴウ群集やチガヤ優占植

分を形成する。チガヤーハマゴウ群集はハマゴウクラスにまとめられるが，ハマヒルガオ，ハマ

ニガナなどハマボウフウクラスの構成種もみられる。

　海岸砂丘植生は人為的影響による環境圧が加わると容易に破壊される。生育地がひとたび撹乱

されるとハマボウフウクラスの植生は構成種の減少をきたし，ハマエンドウ，ハマヒルガオ，コ

ウボウムギなどのまばらな単純群落となり，持続的な破壊が加われば輿地となる。また，ハマゴ

ウクラスの植生は，飛砂防止用のクロマツ植林や根菜類などの耕作地として利用されることもあ

る。

　静岡県下の砂丘植生は，浜岡砂丘に代表される遠州灘沿岸の砂丘地帯，三保松原，田子ノ浦な
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Fig．33不安定な砂丘地に発達するハマグルマーコウボウムギ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富士市田子浦）。

Wedelio－CaricetumkobomugiaufunbestandigenD廿nen
　（Tagonoura，　Stadt　Fuji）．

どに広い面積で潜在自然植生域がみられる。また，伊豆弓が浜などの入江などに小規模な砂浜に

も生育している。しかし，これらの砂丘や砂浜は，護岸工事，海水浴客や観光客による踏みつけ，

ジープやオートバイなどの侵入によって破壊されており，砂丘植生の潜在立地も断片的あるいは

小規模になってきている。

　15）　ボタンボウフウ群団他（海岸断崖地草本植生）

　　　PeucedanionjaponiciOhb＆1971u．　a．（KrautigeVege毛ationderS毛eilk銭sten）

　　　（Tab．！7）

　海からの卓越風海水の飛沫の影響を受ける海岸断崖地は土壌に乏しく，森林植生は生育でき

ず，ボタンボウフウ群団やハマツメクサクラスにまとめられる草本植生が発達する。

　イソギクーハチジョウススキ群集に代表されるボタンボウフウ群団は，海岸断崖地の肩部や風

衝の強い急斜面に生育している。主な構成種には，ハチジョウススキ，イソギク，ススキ，ツワ

ブキ，ラセイタソウ，ヒゲスゲ，ハマカンゾウ，ボタンボウフウなどがあげられる。ボタンボウ

フウ群団はマサキートベラ群集，トベラーウバメガシ群集などの海岸風衝低木群落に隣接してい

ることが多い。比較的土壌の厚い立地では，ハチジ。ウススキやススキの優瀕する高さ1m以上

の密な群落を形成する。しかし，急断崖地などで土壌の堆積の少ない不安定立地では，イソギク，



54

ボタンボウフウ，ハマナデシコ，タイトゴメなどが混生する高さ50cm以下で植被が比較的疎ら

な書分を形成する。

　海岸断崖地の下部の岩子，小凹地など小砂礫の堆積した立地や小規模な断崖の崩壊堆積地には，

ボタンボウフウ群団に隣接して，タイトゴメ，ハマナデシコ，ハマツメクサ，ハマゼリ，ハマエ

ノコロ，ハマボッス，ソナレムグラなどの生育するハマツメクラスの植生がみられる。ハマツメ

クサクラスにはハマエノコローハマツメクサ群集がみられる。この群落は植生高15cm以下のま

ばらな植分で，腐植の堆積がない，直接飛沫の影響を受ける立地に生育している。また，ハマツ

メクサクラスの植生は，新たに形成された海岸沿いの道路法面にも先駆的に生育する。

　ボタンボウフウ群団やハマツメクサクラスの植生は，伊：豆半島沿岸部に多くみられ，御前崎に

も生育している。この他，静岡県下では沿海部各地の断崖地，海食崖にも潜在自然植生として存

在するが，面積的には極く僅かである。

　16）　ツルヨシ群集，オギ群集他

　　　PhragmitetumjaponicaeMinamikawa1963，Miscanthetum
　　　saccharifloriMiyawakietOkuda1972（Tab．18）

　河岸の不安定地に発達する自然草原はツルヨシとオギが最も代表的であり，さらにクサヨシが

これに加わる。これらの群落はそれぞれツルヨシ群集，オギ群集およびセリークサヨシ群集にま

とめられている。また，渓流辺にはナルコスゲの群落が生育し，これはヒメレンゲーナルコスゲ

群集にまとめられる。

　ツルヨシは外形はヨシに似ているが，長い走出枝を出す特性があり，河辺の不安定地，とくに

急流辺に適応した生態的特質をもつ。またオギはススキに似て地下に長い地下茎をはり，土砂の

埋積に抵抗性があり，ツルヨシ同様河辺冠水地に適応している。クサヨシは特別な適応形態がみ

られないが，冠水に強く，また倒伏した茎から新個体が再生する（Fig・34）。

　静岡県下ではツルヨシ群集はきわめて広く分布し，各地の中～小河川の岸部に生育している。

群集構成種はヨモギ，ヨメナ，ミゾソバなど，流水辺に普遍的な種である。一方，オギ群集は比

較的川輻の広い砂肝形成地に発達しやすい。しかし生育立地は高水敷となり，造成工事などの影

響を受けやすい。群集構成種はオギの他は特別な種はみられない。また，セリークサヨシ群集は

河川急流辺には少なく，田園景観域の多少とも富栄養化した水域に生育域をもっている。セリー

クサヨシ群集はさらに富栄養な立地ではカモジグサーギシギシ群団域に隣接してする。

　ツルヨシ群集とオギ群集は立地の保全力にすぐれ，とくに急流河川ではそれらの特質：を発揮す

る。したがって，コゴメヤナギ群集，ドクウツギーアキグミ群集およびネコヤナギ群集などのヤ

ナギ群落と共に，護岸形成に積極的に利用されるべきである。
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Lfd．　Nr．：

】ぎeld－Nr。＝

Datum　d．　Aufn．；

H6he廿．　Meer（m）；

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl；

Tab．18ツルヨシ群集
Phragmitetuln　laponicae

　　　　　　通　し番号
　　　　　　調査番号

調査年月日

海　　抜　　高

調査面積
植　生　高
植　被　率

出現種数
Kennart　d．　Ass．：　　　　　　　　　群集標徴種
　刀ぴα9〃譲8∫ノ砂0加C‘巴　　　　　　　　　　　ツルヨシ

Kennart　d．　Phragmitetea；　　　　　　　　　ヨシクラスの種

　習Zα」αノおα耀π4加αぐ8α　　　　　　　　　　　クサヨシ

Begleiter：　　　　　　随伴種
　ノ短勿〃溶ゼαか伽。ゆ∫　　　　　　　　　　　ヨモギ

　P砿ygoノπ〃π疏z‘πゐβ1二9ガ　　　　　　　　　　　ミゾソバ

　ん妙π認α配8ど癖α刀α　　　　　　　　　　　オヘビイチゴ

　yo～4πgぬノ＠o厩。α　　　　　　　　　　　　　　オニタビラコ

　R乏4〃昭躍」妙。刀fαが　　　　　　　　　　　　　　　スイバ

出現1回の種　AuBerdem　le　einmal　in　Lf（1．　Nr．1．

！

’79

9

11

150

30

120

95

6

2　　　3

M　　　M
29　　　30

’86　　ン86

5　　　5
17　　　17

180　　180

5　　　！0

100　　　50

90　　　80

10　　　11

5・5　　　　5・5　　　　5・5

十・2

十・2　　　　！。2　　　　！・2

十・2　　　十　　　十

　　　十・2　　十・2

　　　　幸　　　十

　　　　÷　　　十

Aご妙πηz統6∫巽zμノゼθどヒナタイノコズチ÷，K‘漉〃’8’廊）ノ。〃’8〃αヨメナ÷，　in　2＝Egz‘’58”‘〃砿7型8ノ～∫8

　スギナ1・2，」％ちノgo／zど‘〃‘cκ増’4α’z‘〃zイタドリ十・2，鷺81廊‘1θ〃’α’α鵡ガナ牽・2，7｝お8’～‘〃zゐ三十’〃’

　カニツリグサ十，in　3：ル石lcπ麗69々‘〃’ノ妙。πごα’〃Lササガヤ1・2，　G／z砂1z‘zJ’μ〃z曜麗ノv・コグサ十，

　死5’κ侃ραノ瞬9♂～‘〃雄トボシガラ＋，5θ‘Z～〃π侃Z∂⑫耀ノπコモチマンネングサ十，君ガ96ノ鳥。〃α朋徽5

　ヒメジョヨオン率．

Lage　d．　Aufn；調査地

　1．Shibakawa－cho，　Stadt　Fuji富士市芝川町

　2－3．Kanaya．cho，　Haibara－gun　榛原郡金谷町大代

　1ア）　カワラハハコーヨモギ群団，カモジゲサーギシギシ群団

　　　Anaphalido－ArtemisionMiyawakietOkuda1972，Agτopyro－

　　　Rumicion　japonici　MiyawakietOkuda！972u．a．（Tab。19）

　カワラバハコーヨモギ群団は，河床部に発達する1～多年生草本植物群落であり，本県下では

カラメドハギーカワラケツメイ群集とイワニガナーアブラシバ群集がこれに含まれる。

　カラメドハギーカワラケツメイ群集はカワラバハコ，カワラヨモギ，ムラサキエノコロ，マル

バヤハズソウ，カワラケツメイなど，河原特有の種群で構成される。同群集は天竜川，大井川，

安倍川などの中下流部に記録された。またイワニガナーアブラシバ群集はアプラシバ，ムシトジ

ナデシコなどで区分されるが，組成的にはカラメドハギーカワラケツメイ群集に近い。この群落

は安倍川で記録された。以上の同群落はともに礫質の河床部を生育地とし，減水時に強い乾燥の
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愁g・34漢流に生育するツルヨシ群集（榛原：郡金谷町，海抜180m）。

　1）asPhragm玉tetum　japonicae玉ne玉nemF玉uβbett
　（180m廿．　NN，　Kanaya－cho，｝｛aibara－gun）．

影響を受ける。また雨期にしばしぼ冠水し，洪水で消滅する場合も多い。

　カモジグサ一鶴シギシ群団はやや富栄養な水域に生育地をもつ多年生草本植物群落の集まりで

ある。主要な群集であるナガバキシギシーギシギシ群集はギシギシ属植物，カモジグサ，ネズミ

ムギなどで構成され，常に密生した群落となる。分布地は大河川よりは支流部や用水路ぞいなど

に比較的広く見出される。

　カワラバハコーヨモギ群団，およびカモジグサーギシギシ群団の生育地は突発的な増水や洪水

などにより河床内で移動する。したがってその潜在立地も移動するわけであるが，植生図には調

査時点におけるもっとも存在可能性の高い地域を図化している。

　18）　ヨシ群団他

　　　Phrag面tion　W．Koch1926u．a．（Tab．20～22）

　ヨシ群団は水生植物群落の高次の植生単位であるヨシクラスのシステムの中で，主に挺水（鉱

水）草本植物群落がまとめられている。静岡県下にはウキヤガラーマコモ群集が最も一般的であ

り，分布域も広い。なお群落体系上大形スゲ群団に位置づけられているカサスゲ群集，チゴザサ

ーアゼスゲ群集などもヨシ群団に近接して出現するため，あわせて同一の凡例に含めて扱かわれ

ている。

　ヨシ群団および大形スゲ群団に共通する種としてはヨシ，ヒメガマ，ガマ，フトイ，カサスゲ，
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Lfd．　Nr，：

Datum　d．　Aufn．

Zahl　d．　Aufn．

GrδBe　d．　Probe飴che（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1（MittL　Arte塩zahl）：

Tab．21カサスゲ群集
Caricetumdispalatae

　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　調査年月臼

調　査区数
調　査酒　積
植　　生　　高

慮　　被　　二

目　三種数

1　　　　2

’8！　　　’83

5　　　　8

！0　　10／11

－　　　　3

6　　　－

150　　　－

100　　　－

5　　（7）

Kennart　d．　Ass．：

　Cα1で」じ4砂α磁α

Kennarten　d，　Phragnlitetea；

　刀ηug厩彦4∫ακ∫‘’一α♂’∫

　島♂ツ90〃〃πメ＠oπ’c～〃μ

　ムα疏π8gZo60∫α

　Gα伽ノπ頑ぬ〃あvar．61拠ψ召罐〃～α‘」α‘μノπ

　3c∫ψμ5ツα9αノ・α

　0θπα〃孟んβ」ατ，α’zfcα

Begleiter＝

　ル疋yO50孟’55COψ認85

　Rα1Z躍～α‘Z～‘∫CαノZ∠0ノ～∫θ1説5

群集標徴種
　カサスゲ

ヨシクラスの種

　ヨシ

　シロバナサクラタデ

　チゴザサ

　ホソバノヨツバムグラ

　ウキヤガラ

　セリ

随　　伴　　種

　ワスレナグサ

　ケキツネノボタン

Lage　d．　Aufn．調査地lUklshimagahar，　Stadt　Fujl富士市浮島ケ原

5・5

3・3

1・2

2・2

1・2

3（5）

3（＋一4）

3（1－2）

3（＋一・2）

3（＋一1）

1（＋一1）

1（1）

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料名：Miyawaki　et　aL宮脇他1984（Tab・20－3＞

アゼスゲ，ヌマトラノオ，コウヤワラビなどが最も一般的である。ウキヤガラーマコモ群集はマ

コモが優賦し，ウキヤガラを標徴種とする群集である。カサスゲ群集はカサスゲを，チゴザサー

アゼスゲ群集ではアゼスゲを標徴種，チゴザサを区分種として扱っている。

　ウキヤガラーマコモ群集は植生高2mに達し，2～5種で構成される。生育地は大形の沼や河

川の下流部などの流速の遅い岸辺水際の泥湿地である。一方，カサスゲ群集はカサスゲの優占す

る群落で，ウキヤガラーマコモ群集に接してより岸辺に発達している。群落構成種は2～5種と

少ない。チゴザサーアゼスゲ群集はアゼスゲの優占するスゲ型の群落であるが，ヒメシダ，ヒメ

シロネ，サワシロギク，シロバナサクラタデ，ホソバノヨツバムグラ，サワトラノオなどが生育

し，出現種数も！0種内外と多くなる。チゴザサーアゼスゲ群集の立地はカサスゲ群集より地下水

位が低く，また貧養条件にある。したがってその生育域は河川の上流域，谷戸状地，特殊岩地な

どに傾よっている。

　県下におけるこれらの群落の分布地は富士市浮島ケ原でウキヤガラーマコモ群集，カサスゲ群

集およびチゴザサーアゼスゲ群集などが生育し，最も水生植物群落の発達した地域である。また

伊豆半島の一碧湖や磐田市の桶ケ谷町の湖岸にウキヤガラーマコモ群集，富士山麓の田貫湖畔

（海抜680m）にチゴザサーアゼスゲ群集がみられ，マアザミ，サワシロギクなどが生育している。
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　　　　　　　　　　　　　Tab．22　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　　　　　　　　　　玉saclmo－Caricetumthunbergii

Lf〔L　Nr．：　　｝彊㌃！番号　　1234
Datum　d．　Aufn．：　　　　調査勾三月置日　　　　　1　’81　　’81　　’81　　’81

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　5　5　5　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
α、、。d．臨飴、h，（m2）：　　11010！010

　　　　　　　　　　　調査面積　　i2525！625
H・hed．V。g。・。・i。。　植生高　h5。・5・1。。1。・

Deckung　d．　Vegetation　植　　　被　　率　　　　　　　95　　95　　95　　95

Artenzahl（Zahl　d．　Aufn．）：出現種数（調査区数）　　　9　　9　　12　　12

5　　6　　7
’8！　’79

5　　11

10　　13

Kennarten（L　Ass．：　　　群集標徴種

　cαプ8のがτzρ診のgだ　　　ア・ゼスゲ

　Z5α‘1〃昭9あ加5α　　　　チゴザサ

Kennarten　d．　h6heren　Einheiten＝

25　100

130　230
95　　90

13　！2　（3）

　　　　　　　　　　上級単位の種
鰹Z照g〃磁8∫α郡か堀～∫　　ヨシ

Gα’∫～‘〃占醒餌酬var．み1側ψ8ζ♂Z〃～α‘♂‘エオ♂‘〃

　　　　　　　　　　ホソバノヨツバムグラ
■bむ8侃z〃μメ妙ω～’α〃μ　シロバナサクラタデ

ムy∫ゴ1照ご1～如Zεκcα〃彦山α　サワトラノオ

08ノ認漉1昭ノατ，α癖。π　　　セリ

1ノゾ5召〃∫α’αvar．ψ0／Z∫‘〃照

　　　　　　　　　　　ノハナショウブ

2・3　　3・4　　3。4　　3・3　　3・2　　1。2　　3（÷一4）

・　　　・　　　2・2　　2。2　　2・3　　5・5　　3（2－5）

E～ψ1zo1鳥演αα‘～8〃oo1L♂oノ鷺

5‘カ＠‘∫ツα8τηw

l乃ゼα‘18ノπ〃ノσ砂。〃～α‘〃’

∫ソ～α伽1ゼ5αノ・～〃～ゴ〃～αご8α

義y5〃〃αご配αノb1でz〃ぬ

5ごかゆκ5’ノゾ（μβ’6’・

　」と〃～α‘5¢がセ‘5榔var．46‘ψ妙z∫

Begldter：　　　　　　　　　随

　ム4yO50’～∫5ωψ’0ご46∫

　Rα1㍑醜α’盈5cα漉。加ε那～∫ケキツネノボタン

　夏y／1’0‘，0な廊ノ〃αノゼ∫ガ〃雄　ノチドメ

　茄砂8切耀；μπψρoπ61醜　　ヤノネグサ

　3αZ∫諾∫κσ〉πgfZお　　　　タチヤナギ

ノウルシ

ウキヤガラ

ミズオトギリ

クサヨシ

ヌマトラノオ

サンカクイ

　　イ
　　伴　　種

ワスレナグサ

4・4　　5・4　　3・4　　3。3　　3・3　　4・4　　3（3－4）

十・2　2・2

1・2　2・2

2・2　3・3

　0　　　　　　　　　　　　0

十

十

●

o

●

3・4

0

1・2

0

・

o

l・2

●

！・2

●

2・2

2・3

●

●

2・2　　3・3　　3・3

2・2　　！・2　　1。2

2・2　　3。3　　3・4

2。3　　2・3　　2・2

2・2　1・2　　十

・　　・　　！・2

・

9

！・2

い

o

○

！・2

1・2

o

．

●

●

o

・

●

o

1・2

1・2

・

o

●

，

●

o

＋　3（＋一1）

1・2　3（！－2）

・　1（2）

！・2　 3（1－2）

　　　●

　　　1（1）

十・2　2（十一1）

●　　　　　　　　　●

＋　3（＋一1）

十　　・

2・3　　・

1・2　　・

●　　　　　　　　　　　　■

・　　1・2

・　　十

o

1（＋）

！（＋）

．

！

1（＋）

出現1圃の種AuBerdem　le　einmal　in　Lf（L　Nr．3；且，Zツgo〃z’〃〃三～‘〃∂8’：9’～ミゾソバ1・2，4；韓ビ～α

　ご．碕漁ψωツ〃αカスマグサ十・2，50〃ご13郡。如てπα’∫ハルノノゲシ十，5：f1∫’1”αgα’醐5加∫α’∫ゲンゲ十，

　沿ε1お‘面ム読∫オオジシバリ十．

Lage　d．　Aufn．／－7，　Ukishlmagahara，　Stadt　Fujl富士市浮島ケ漂・

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料名：7，　Miyawak｝et　al．宮脇他！984（Tab．20－1）．

　ヨシ群団および大形スゲ群団の代償植生には水田雑草群落（ウリカワーコナギ群集，スズメノ

テッポウータガラシ群集）が代表的である。耕作を停止した水田には様々の段階に遷移したヨシ

群落をみることができる。
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Fig・35池沼に生育するウキヤガラーマコモ群集とジュンサイーヒツジグサ群集，

　　　　白色の植物はマコモ（磐田市鶴ケ池海抜！0m）。

1neillemTeichwachsendesScirpo　fklviati】三s－Zizanletum　latl｛01iaeun（l

Brasenio　schreberi－Nymphaeetum　tetragonae。1）er　wei爲eStreifen　im
Hintergrund　ist　Z1£αノ～ノαZ‘～互〆b〃α　（Tsurugaike　bei　cler　Stadt　Iwε1ta，10m蕪．　NN）．

　水生植物群落は一般に競争力が弱く，しかも特殊な立地に限って生育する植物の集団である。

したがって人為圧，とくに水質の富栄養化の影響を受けやすい。都市近郊などの水質汚濁を受け

る水域では，ヨシの他ごくわずかな種が繁茂する単調な植生に退化する。さらに水生植物は護岸

や水量調節の役割を果すとともに，水質浄化作用も行う点を無視することはできない。県下では

現存の水生植物群落域が年々狭められているが，多面的な機能を持つヨシ群団域（水生植物群落

域）の保護保存にっとめる必要がある（Fig．35，36）。

　19）　シオクゲ群集，ハマボウ群集他（塩沼植生）

　　　CaricetumscabrifoliaeMiyawakietOhba1969，Hibiscetum　hama－
　　　bo　Nakanishi　I979（Salzwiesen）（Tab。23）

　シオクグは河口部の半かん水域に生育するスゲ属植物の一種であり，根茎を伸長させて単独に

優慰するか，またはヨシと混生しながら草原を形成する。シオクグ群集はシオクグを標艦種とす

る群落単位であり，わが国の塩沼植生としては最も広い範闘に分布している。

　静岡県下にはシオクグ群集の他にハマボウ群集が伊豆半島（静岡県賀茂郡安良里および下田付

近）に知られている。また遠州灘の馬込川河目にも断片的な植分がある。ハマボウ群集は暖地生

のハマボウによって特徴づけられる夏緑低木林である。
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Fig．36蜜栄養水域に生育するヨシの優占する植分（磐田市桶ケ谷沼，海抜10m）。
　　　Dichter　Bestand　von　jP1〃ugノ〃’齢α～’∫∫’・α〃5　in　einem　eutrophen　Gewasser

　　　（Okegaya貸uma　be三Stadt　Iwata，10m　U．　NN）。

　　　　　　　　　　　　　　饗ab．23ハマボウ群集

　　　　　　　　　　　　　　　Hibiscetum　 halnabO

Datum（1．　Aufn．調査年月日：9，　Nov．1974，　Zahl　d．　Aufn．調査冊数：6，　Mitt1．｝16he　d，　Vegetation

平均植生高：3．5m，　MittL　Deckung　d，　Vegetation平均植被率：86％，　Mltt1．　Artenzahl平均出現種数

：4．3．

Kennart　d．　Ass．：　　群集標徴種

　H～御∫αび1～α〃雌ゐ‘，　ノ・マボウ

Begleiter：　　　随　伴　種
　沢～イ〃紹灘‘～‘’8’o翫～　　　スイ／ミ

　測ηU8’〃磨8∫α鰯かπ薦ヨシ

　乃’κ8♂αノ～〃〃り砂。ノ～～α〃〃

　　　　　　　　　　ボタンボウフウ
　況ηプ｝喀ノμ〃へπψ0〃ノα〃〃ツワブキ

V（5）

M＋一3）
1韮（＋一1）

ム～9”∫ご1w〃‘アz，αzゲb〃～〃〃

鐸～α♂α1・∫∫α，w～4’ノzαぐ6α

・∠1〃6〃～ノ51α♪ノゴノκ（ψ∫

オオバイボタ

クサヨシ

ヨモギ
Cプ～〃z’〃～α∫’‘～がα！ノπvar4ψo〃1α〃〃

　　　　　沢0∫α測～6ん，〃・α∫απα

且（十一1）　Qz’8／w5ρ乃f’らη一α80～4召∫

匪（＋）

ハマオモト

テリハノイバラ

ウバメガシ

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

1（＋）

Lage　d．　Aufn，調査地：Ohkamo，　Kamo－gun賀茂郡大賀茂，　Nachwels　d．　Vegetationsaufnahmen既

発表資料名：Miyawaki　et　a｝．宮脇他1977（孚ab．19）．

　シオクグ群集は河辺の泥湿地に生育し，満潮の際には汽水によって冠水されるが，干潮では地

表は空気にさらされる。一方のハマボウ群集の立地はシオクグ群集の背後に位置し，より安定し

ており，また，流水によって有機物の堆積が多い。

　塩性湿地はしばしば堤防の造成などによって破壊されやすい。静岡県に限らず，わが国の野性

湿地の大部分は多かれ少なかれ人為的影響を受けている。伊豆半島の安良里のハマボウ群集
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　1．

　2．

Spalte：

Lfd，　Nr．＝

Datum　d．　Aufn．：

　　　　　　　　　Tab．23　ヒルムシロクラス群落

　　　　　　　　　　　　Potamogetonetea
ハ〈砂が砂1～ツ♂♂μノπ房α∫’Zゴ82z38・Gesellschaftオオフサモ群落

7レ砂α∫妙。刀f‘α一Gesellschaft　ヒシ群落

Gr68e　d．　Probefl註che（nな2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

群　落　区　分

通　し　番　号

調査年月EI

調　査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

嵐　現掛戸

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　群落区分種

　ル触1勿ρゐly〃zρ〃加α5〃8η∫8　　　　　オオフサモ

　7テ妙αゼπこおα　　　　　　　　　　ヒメどシ

　7｝・畷）αノ卯》0η云6α　　　　　　　　　ヒシ

Lage　d．　Aufn．調査地

　1－2：Stadt　Hamamatu浜松布，3：

　川市，6：Tsurugaike，　Stadt　Iwata磐田帯鶴ケ池，

　　　1　　　　　　　　　　2

1　　　2　　　3　　　4　　　5

’81　　　’81　　　’81　　　781　　　’81

5　　　5　　　5　　　5　　　5

3　　　3　　　1　　3　　　3

1　　　1　　　1　　25　　25

12　　　20　　　10　　　一　　　　一

100　　100　　100　　20　　30

1　　　1　　　1　　　1　　　1

6

’80

10

12

4

30

1

｝5・5　　5・5　　5・4　　　・

i2。3　　3・3　　　。

i．　．　3．3

Ogasa・cho，　Ogasa・gun小笠郡小笠田コ「，4－5：Stadt　Kakegawa掛

（Tab。22）はよく発達し，3～5mの樹高で生育し，学術上きわめて貴重である。

　20）　ヒルムシロクラス（池沼植生）

　　　Po宅amogetoneteaTx．　et　Prsg．1942　u．　a，（Teich－Vegetation）（Tab．24）

　湖沼に生育する植物群落はヒルムシロ属植物を中心に，ヒシ，ガガブタ，ヒツジグサなどの浮

葉，沈水植物で構成される。これらの群落はヒルムシロクラスにまとめられ，わが国では4～5

個の群集が報告されている。

　静岡県には一碧湖（海抜570m）や田貫湖などの内陸湖沼があるが，いずれも盆地状の地形に

形成された湖であり，しかも観光客の集まる場所であるために，現存のヒルムシロクラスの群集

はみられない。一般に河川下流部の後背地に発達する湖沼などにはヒシをはじめヒルムシロ属植

物が旺盛に生育するが，本県下にはそのような池沼はきわめて稀で，わずかに磐田郡鶴ケ池付近

に小規模なため池が散在するのみである。現存植分はヒシ，オオフサモなどの優占する単調な種

組成の植下のみである。

　池沼植生は水質状態でその種組成が決定される。沖積地の富栄養湖では，ガガブターヒシ群集

が生育する。一方，中栄養ないし貧栄養条件下の水域では，ジュンサイーヒツジグサ群集が生育

する。県下の中小の湖沼は大部分富栄養湖であるために，ガガブターヒシ群集を潜在露然植生と

するものと考えられる。ジュンサイーヒッジグサ群集を潜在自然植生とする池沼には磐田市鶴ケ

池（海抜10m）がある。



62

Fig．37　ゆるやかな斜面に発達するヤマボウシーブナ群集（裾野市，海抜1，400m）。

　　　Aufsanftem　Hangentwickelt　sich　das　Corno．Fagetum　crenatae
　　　（Sta〔lt　Susono，1，400m銭．　NN）．

　2D　ヤマボウシーブナ群集

　　　Corno－FagetumcrenataeMiyawakiOhbaetMurase1964（Tab．25）

　伊盈半島の天城山，富士山麓，愛鷹山，赤石山脈など海抜800mを越える山岳には，ブナ林の

発達する地域が潜在自然植生に区分されている。その中でも山地斜颪の中庸な：立地に気候的極相

を形成するブナ林はヤマボウシーブナ群集に判定されている（Fig．37，38）。

　ヤマボウシーブナ群集は県下では，海抜800～1，600mに成立し，火山灰土を主な母材とする褐

色森林土を指標している。

　ヤマボウシーブナ群集は群落高が20m以上に達し，高木層にはブナが優占している。他にはミ

ズナラ，ヒメシャラなど，高海抜地ではウラジPモミを混生している。低木層の高常在度の種に

は，タンナサワフタギ，オオカメノキ，クロモジ，コハウチワカエデ，トウゴクミツバツツジ，

シロヤシオ，コミネカエデ，マメザクラ，さらに常緑のアセビ，アズマシャクナゲなどが生育し

ている。草本層にはススダケの優占が多く，さらにその下の被曝された立地にコカンスゲ，ヘビ

ノネゴザ，イワガラミ，イトスゲなどが散在している。

　ヤマボウシーブナ群集はマメザクラ，オオモミジ，アセビを標騒騒・区分種としている。

　隣接群落には湿性地でミヤマクマワラビーシオジ群集，オオモミジガサーブナ群集，乾性地で

コカンスゲーツが群集が判定されている。また，低海抜地でヤブムラサキーモミ群落，高海抜地
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　　　Fig．38ヤマボウシーブナ群集の三内，林床にスズタケが優占する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富士山，海抜L400m）。

Innere　Physiognomie　des　Corno－Fagetumcrenatae（Berg　Fuji，1，400m　O．　NN＞

でカニコウモリーウラジロモミ群集に移行している。

　県下に現存するヤマボウシーブナ群集は，広域伐採により今日きおめて少なくなっている。赤

石山脈とその南部の支脈ではヒノキ植林に転換された地域が多く，最近まで広域的な広がりをみ

せていた山犬段周辺でも急速に伐採がすすんでいる。愛鷹山と天城山のブナ林は国立公園内でも

あり，比較的よく残されているほうである。

　22）　オオモミジガサーブナ群集

　　　Mirまcacalio－FagetumcrenataeMiyawaki，OhbaetMurase1964（Tah25）

　沿海部の山揺は海抜1，300mを越えると雲霧が発生しやすく雲霧帯が形成されやすい。雲霧帯

では夏季に降水量が増加し，晴天の少なくなる多湿な環境を反映して，湿生ブナ林が潜在自然植

生に判定されている。この湿生ブナ林は神奈川県の丹沢山塊，東京都の奥多摩源流部で報告され

たオオモミジガサーブナ群集と同じ組成，立地条件を示し，同一群集に蜜とめられた。

　県下のオオモミジガサーブナ群集の発達域は愛鷹山地に限られている。雲霧の発生しやすい稜

線部の越前岳，位牌岳には，現存するオオ’モミジガサーブナ群集が確認されている。

　オオモミジガサーブナ群集は25mを越す高木第！層にブナが優蒸し，他にもオオイタヤメイゲ

ツ，シナノキなどが混生している。高木第2層にはアオダモ，ピコサンヒメシャラ，サラサドゥ
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ダン，ナナカマドなどが散生している。低木層にはミヤマイボタ，キバナウツギ，タンナサワフ

タギ，カマツカ，コアジサイ，ノリウツギ，ツクバネウツギなどの種が生育している。草本層は

湿性な林床を反映して，組成が豊かで植被率が高い。高常在品種にはヤマタイミンガサ，オオモ

ミジガサ，ヒメノガリヤス，イトスゲ，シモツケソウ，タニギキョウ，アカショウマ，タテヤマ

ギク，フジテンニンソウなどがある。県下のオオモミジガサーブナ群集は，シモツケソウ，フジ

テンニソソウ，シロヨメナ，シラネワラビ，アカショウマを標徴種，区：分種としている。

　隣接群落には低海抜の中庸な立地でヤマボウシーブナ群集に隣接している。

　オオモミジガサーブナ群集は分布域が狭く，フォツサ・マグナ植物を主とする貴重植物の生育

地ともなっている。

　23）　シコクスミレーブナ群落

　　　VfoZα∫ん漉。勉α2zα一翫g・π5‘プ8／zα’α一Gesellschaft（Tab．26）

　シコクスミレーブナ群落は富士山山腹ブナクラス域に発達するブナ自然林である。植生調査資

料は宮脇・中村・藤原・村上（！984）により報告されている。

　林分は高さ20～25mに達する。高木層はブナを優占種とするほかヒメシャラ，コハウチワカエ

デ，ミズナラ，キハダなどを混じえる。亜高木層にはヒメシャラ，サワシバ，ヤマボウシ，ウラ

ジロモミ，クマシデなどが生育している。低木層は植被率40～50％に発達し，ミヤマイボタ，コ

ゴメウツギ，ウリハダカエデ，サンショウ，クロモジ，ウラゲエンコウカエデ，チドリノキ，マ

メザクラなど多くの夏緑低木により構成されている。草本層はテンニンソウ，スズタケなどが優

帰し，モミジガサ，ツルシロカネソウ，サラシナショウマ，ヤマトグサ，シシウド，フタリシズ

カ，エイザンスミレ，コフウロ，イヌワラビ，シコクスミレなどの広葉草本楠物が多数生育して

いる。出現忌数はおおむね30～50種である。生育地は透水性の悪い溶岩上に火山灰が堆積した適

　　　　　　　　　　　　　Tab．26　シコクスミレーブナ群落

　　　　　　　　　　　　琉。如∫ゐ漁。窺αηα一翫gz‘5σで照オα一Gesellschaft

H6he銭．　Meer海抜高：990m，　Zahl　d．　Aufnahmen調査区数：2，　Mittlere　Artenzah1平均出現種数：54．

Trennarten　d，　Gesellsch．：群落区分種

Cαノψ’πz∬ωr4α’α

＆砂妙Zεα加〃～αz4α

の’0♂α∫1正∫た0々∫απσ

5ψ∫㍑〃墨」砂αz∫α‘〃’

A‘8プ’8π厩声Zfπ〃δ

，Ac8，・読αうoZ∫Cκノμ

0必α距∫α‘θ‘058〃α

サワシバ

ミツバウツギ

シコクスミレ

シラキ

ヒナウチワカエデ

カジカエデ

コミヤマカタバミ

2（1－2）

2（十一！）

2（＋一1）

2（＋一1）

2（＋）

2（＋）

2（＋）

Kenn．　u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

上級単位の標徴種・区分種

5α∫αわ。紹αZお　　　スズタケ

品9呂‘5C解2zα如　　　ブナ

＆y〃ψZoco5‘o解α7zα　タンナサワフタギ

ル昭加1薦。∫π1サα8‘oぼアプラチャン

疏¢7ψαZ脚孟襯var．α脚8ππ〃’

　　　　　　　　　オオモミジ
CO耀漸々α∬α　　　ヤマボウシ

LfgZ‘56／Wμ欝0ん0η0爵ガ　ミヤマイボタ

α・勘αブ妙。加侃　　　コクサギ

　　u．a．　　　　　以下略

2（＋一5）

2（3－5）

2（＋一1）

2（＋一1）

2（レ3）

2（＋一1）

2（＋）

2（＋一3）

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahlnen既発表資料名：Miyawaki　et　aL宮脇ほか（1984）．
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潤～湿潤な立地である。尾根状地などの乾性立地では林床にスズタゲが優醒する。また平坦地，

凹状地ではテンニンソウなどの広葉草：本植物が優占種となるが種組成的な変動は少ない。シコク

スミレーブナ群落は愛鷹山地，天子山地などに発達するヤマボウシーブナ群集，オオモミジガサ

ーブナ群集に対してサワシバ，ヒナウチワカエデ，カジカエデ，シコクスミレなどで区：分される。

　シコクスミレーブナ群落の植生調査資料は富士山の標高！，000m付近から得られている（宮脇

ほか！984）。シコクスミレーブナ群落の潜在自然植生域は富土山山腹の標高950～！，600mに広い

面積を占めている。現存植生では下部でスギ，ヒノキ植林，上部でカラマツ植林，そして全域に

わたり，広くタリーミズナラ群集などの二次林に置き換えられている。

　24）　カニ：コウモり一ウラジロモミ群集

　　　Cacalio－AbietetumhomolepidisMiyawaki，HamadaetSugawara！967

　　　（Tab。27）

　富士山腹のブナクラス域に生育するシコクスミレーブナ群落，また二次林であるタリーミズナ

ラ群集には単木的にウラジロモミが混生してみられる。このウラジロモミはブナクラス上限部に

おいて優占林分を形成し，常緑針葉樹林の相観を示す。このウラジロモミ林はウラジロモミ，オ

オイタヤメイゲツ，ヒロハツリバナ，トウヒによって特徴づけられ，カニコウモリーウラジロモ

墜

馨、

・撫凌夢霧

既鴬璽、

購響

Fig．39　カニコウモリーウラジロモミ群集の相観（御殿場市，海抜！，300m）。

　　　　PhyslognomiedesCacalig－AbietetumhomoIepldis
　　　　（Stadt　Gotemba　1，300m江NN）．
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ミ群集にまとめられている（宮脇・中村・藤原・村上！984）。

　カニコウモリーウラジロモミ群集はよく発達した林分で植生高25mに達する。高木層にはウラ

ジロモミのほかトウヒ，オオイタヤメイゲツ，イタヤカエデ（類），ブナ，ダケカンバなどが混生

している。亜高木層は植被率！0～20％とやや未発達でヒメシャラ，ウラジロモミ，シナノキ，ナ

ナカマドなどが生育する。低木層も一般に未発達で植被率10％に満たない林分が多く，ナナカマ

ド，ヒロハツリバナ，アオダモ，オオカメノキ，ミヤマガマズミ，コミネ早期デ，イワガラミ，

ツルアジサイなどがみられる。草本層はスズタケが優題し，植被率80～！00％に達する林分が多

い。ムカゴイラクサ，モミジガサ，イワガラミ，フジテンニンソウ，ヘビノネゴザ，カニコウモ

リな：どが混生している。出現種数は20～34種，平均約25種である。カニコウモリーウラジロモミ

群集はブナクラス域上限部，コケモモートウヒクラスのシラビソーオオシラビソ群集に接して生

育している。植生相観上はシラビソーオオシラビソ群集と共通している。

　ヵニコゥモリーウラジロモミ群集の潜在自然植生域は富士幽腹の約1，600～1，800mに広がって

いる。ときに風化の程度の少ない溶岩上では標高1，400m付近まで下降する。カニコウモリーウ

ラジロモミ群集域は現存植生ではカラマツ植林として利用される場合が多い（Fig．39）。

　25）　ミヤマクマワラビーシオジ群集他

　　　DryoP宅erido－FraxinetumcommemoralisSuz！rok．1949u．a．

　　　（Tab．28，　29）

　富士山麓，伊豆半島天城山系，大井川上流域の赤石山脈東山麓など海抜500～1，500mにかけて

のブナクラス域に位置する漢谷や漢薬はオオモミジーケヤキ群集，ミヤマクマワラビーケヤキ群

集，ミヤマクマワラビーシオジ群集，ヤハズアジサイーサワグルミ群集などの由地漢谷林及び漢

畔林を潜在自然植生とする地域である。

　県内ではオオモミジーケヤキ群集，ミヤマクマワラビーケヤキ群集，ミヤマクマワラビーシオ

ジ群集を潜在自然植生とする地域は比較的広く太平洋岸気候及び内陸性心蚕下の山地漢谷，渓畔

に分布している（Fig・41）。一方ヤハズアジサイーサワグルミ群集は植物地理的区分のフォッサ・

マグナ地域に属している伊豆半島の天城山系及び富士山南山麓（宮脇伽971）に分布している。

　ミャマクマワラビーシオジ群集をはじめとする山地渓谷，漢畔林はブナクラス域の他の森林植

生に比較して，その生育面積は小さいが，生育地が河川の源流域にあることから水源鳶職，水質

保全など生態的に重要な位置を占めている，かつては由地漢谷，漢畔林は薪炭材，家具材，器具

材などとして小規模に伐採される程度であったが，近年の大規模な奥地林の伐採，スギを中心と

する人工造林政策の影響を強く受け，このため山地漢谷，母港林の生育地は年々減少している。

漢畔や漢谷地は，土砂の崩壊，流失の起こりやすい立地の不安定な地域であることから，現在残

されている山地砂谷，漢畔林は自然環境保金の意味からも極力保護する必要がある。

　ミャマクマワラビーシオジ群集など山地漢谷，漢畔林を潜在自然植生域とする地域の群落環は
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　　　Bachrinneaw瓠der）
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　　　　　　Fig．40　ミヤマクマワラビーシオジ群集域の群落環。

Gesellschaftsr玉ngimDryopterido－Fraxinetumcommemoralis－Gebiet．

Fig．4Qに，示されている。

　26）　サワダツークマシデ群落

　　　Ez‘oπッηz㍑5η26Zα7zαノz疏z65－Cα7ψヵz㍑5メ砂。ノ～∫cα一Gesellschaft（Tab．30）

　県下には急峻な山も多く，ブナクラス域では，深くきざまれて発達する漢谷部も少なくない。

漢谷斜面は，崩壊しやすく，土壌形成もなかなか進まない礫質斜面になりやすい。また，日射が

あたりにくいため，空中湿度が高く，気温もあがりにくい微気象が形成されている。このような

立地を指標する植物群落にサワダツークマシデ群落が判定された。

　サワダツークマシデ群落は愛鷹山のブナクラス域下部で現存植分が確認されている。群落区分

種にはヒナウチワカエデ，サワダツ，ミヤマイタチシダ，シシガシラ，モミがあげられている。

　サワダツークマシデ群落の高木第1層には，クマシデが優占し，他にもアカシデ，オオモミジ，
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　　　Fig．41山地霧谷斜面に発達するオオモミジーケヤキ群集

　　　　　　　　　　　　　　（御殿場市長尾峠，海抜830m）。

PhysiognomiedesAceriamoeni－Zelkovetumserrataeaneinem
Schlucht．Hang　in　der　monta聡n　Stufe（Nagao－Toge，8301n　U．　NN，　Stadt

Gotenba）．

ホオノキ，エンコウカエデなどが混生している。高木第2贋にはサワシバの優際するのが特徴的

で，他にもナナカマド，リョウブ，アオダモ，ヒナウチワカエデなどが生育している。低木層に

はアプラチャン，カマツカ，クロモジ，ミヤマイボタ，ツノハシバミ，ツリバナなどが生育し，

スズタケの侵入した露分は少ない。草本層はスゲの優饗した草原状となりやすく，イトスゲ，オ

オイトスゲ，コカンスゲ，ミヤマカンスゲなどがみられる。その他にもシシガシラ，ミヤマイタ

チシダ，サワダツ，イワガラミなどが散生している。

　サワダツークマシデ群落の隣接群落には，高海抜地にヤマボウシーブナ群集，低海抜地にシキ
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ミーモミ群集がみられる。また，崩壊性が強くなるとタマアジサイーフサザクラ群集に移行す

る。

　県下での分布は，愛鷹山のほかに井川周辺のアカシデ，ヤマハンノキニ次回の多く分布する崩

壊二二斜面からなる立地をその潜在自然植生領域としている。

　27）　タリーミズナラ群集

　　　Castaneo－QuercetumcrispulaeHorikawaetSasaki1959（Tab．31）

　タリーミズナラ群集はヤマボウシーブナ群集などブナ林の代償植生としても成：立し，ブナクラ

ス域に広い生育域をもつ夏感心：葉樹林である（堀川・佐々木1959，奥富・半田・和田1973，奥富

・星野1983，宮脇1967，宮脇編著1983～1986）。しかし，長野県などの降水量の少ない内陸士気

二面や赤城山，八ケ岳山麓のような地史的に新しい火由地帯では，ミズナラ自然林がみられ，潜

在自然植生としても広範囲に及んでいる（富脇編著1979，1985，！986）。太平洋岸気候下の静岡

県では気候的な自然植生としてのミズナラ林の潜在立地はみられないが，富士山麓の乾性な新期

溶岩流上から土地的潜在自然植生としてク夢一ミズナラ群集が報告されている（宮脇・中村・藤

原・村上1984）。

　タリーミズナラ群集は高さ20mに達する夏緑高木林でミズナラが優占する。オオカメノキ，ヒ

メシャラ，アオダモ，コミネカエデ，サラサドウダンなどヤマボウシーブナ群集との共通種が多

いが，コアジサイ，オトコヨウゾメ，ウラジロノキ，ウスノキなどのコナラーミズナラオーダー

の種の生育がみられることが特徴である。土地的植生としてのタリーミズナラ群集は長い年月の

経過による土壌の成熟，ブナの侵入に伴って終局的にはブナ林に遷移して行くと考えられる。ま

た伐採や破壊を受けた場合には，フジサンニシキウツギーマメザクラ群集やタラノキークマイチ

ゴ群集，フジアザミーヤマホタルブクロ群集に退行する。

　クジーミズナラ群集は密漁山南西麓の海抜約850～1，600mの地域に潜在：立地がみられる。生育

地は溶岩流のため表層土の薄い起伏に富んだ地形となっている。

　28）　クり一コナラ群集

　　　Castaneo－QuercetumserrataeOkutomi，TsujietKodaira1976
　　　　（Tab．32）

　群馬県，栃木県，長野県など降水量が少く，冬の寒さが厳しい地域では，ブナクラス域下部の

自然林としてクジーコナラ群集が成立する（吉良1949，宮脇・鈴木・鈴木1984，宮脇編著1985，

1986）。しかし，現在広くみられるクリーコナラ群集の林分は，その大部分がシラカシ群集やシ

キミーモミ群集の二次林植生として成立している。静岡県では二次林のクリーコナラ群集は広い

面積を占めているが，気候的な潜在自然植生はほとんど認められない。しかし富士山麓の二期溶

岩流上の火山灰やスコリアでおおわれ，溶岩の露出した起伏の激しい立地では，土地的な潜在自
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然植生としてクリーコナラ群集が報告されている（宮脇・中村・藤原・村上1984）。

　富士山麓の丸火自然公園付近のクリーコナラ群集は，現在二次林として維持されているがその

生育地は潜在自然植生としてのクリーコナラ群集の生育を支える能力があると考えられる。現存

の林分には高木層にはコナラ，クリ，アオハダ，リョウブなどの夏緑広葉樹やモミが生育してい

る。低木層以下には，オトコヨウゾメ，コゴメウツギ，クロモジ，ノリウツギ，コウヤボウキ，

コマユミ，ヒメノガリヤスなどが生育している。クリーコナラ群集は海抜850naでタリーミズナ

ラ群集の潜在自然植生蜘こ接している他，土壌が深い立地ではやブムラサキーモミ群落の潜在自

然植生域に移行する。

　29）　ヤブムラサキーモミ群落，コハクウンボクーイヌブナ群集

　　　CαZ砒α7ψαηzo〃ぎ∫㌦～1腕85ガr窺α一Gesellschaft，Styraco　shiraianae－Fagetum

　　　3aponicaeu。a．（Tal）．33）

　静岡県では海抜800～1，000mのブナクラス域下部には，漢谷部などを除くと自然植生はほとん

ど残されていない。現在では大部分がスギ，ヒノキ植林，クリーコナラ群集などの代償植生によ

って占められている。したがって潜在自然植生の判定は，主にそれら代償植生の種組成を中心に，

隣接する山梨県，神奈川県から報告されている植生調査資料を参考に行なわれた。

　ブナクラス域下部の潜在自然植生は群集レベルでは地形によって異なるが，コナラーミズナラ

オーダーの穂生が広い面積を占めている。安倍川や大井川上流では，モミの志木的な残存生育地

が観察されるが，海抜800～1，000m付近の広昆根や斜面ではモミの優占するヤブムラサキ～モミ

群落が成立すると判定される。ヤブムラサキーモミ群落の植生調査資料は静岡県下から得られて

いないが，神奈川県の丹沢から報告されている（宮脇・大場・村瀬！964）。また，富士山麓（富

±市）においてもやブムラサキーモミ群落が潜在自然植生として判定されている地域がある（宮

脇・中村・藤原・村上！984）。

　ヤブムラサキーモミ群落は高木層にモミが優占する4層群落で，アカシデ，アワブキ，ヨグソ

ミネバリ，コバノガマズミ，ダンコウバイ，ヤブムラサキ，ムラサキシキブ，コバノガマズミ，

バクウンボク，シラキなど多くの夏緑広葉樹が生育する。ヤブムラサキ～モミ群落は伐採される

と代償植生のクリーコナラ群集に置き替わる。

　ブナクラス域下部の潜在自然植生であるコナラーミズナラオーダーの植生は，植生図ではその

大部分がヤブムラサキーモミ群落として一括して示されているが，この他に漢谷沿いに急斜面に

生育するコハクウンボクーイヌブナ群集も含まれている。コハクウンボクーイヌブナ群集は，大

井川上流の急傾斜地に現存植生としても生育している夏緑広葉樹林である。高木層にはイヌブナ

が優占し，ヨグソミネバリ，アカシデ，クマシデ，ブナや時にツガが混生する。亜高木層以下に

は，アワブキ，バクウンボク，コハクウンボク，ダンコウバイ，アオハダ，ウリカエデ，ミズナ

ラ，マルバァオダモ，リョウブ，オトコヨウゾメ，ウラジロノキ，ムラサキシキブ，コアジサイ，
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ミツバツツジ，ツクバネウツギなどが生育している。尾根部や岩角地骨近ではコカンスゲーツが

群集に，また谷部ではミヤマクマワラビーシオジ群集などの漢谷林に接している。コハクウンボ

クーイヌブナ群集は海抜800～1，400mとやブムラサキーモミ群落よりも潜在自然植生域が高海抜

地に及んでいる。上限付近ではやマボウシーブナ群集に移行する。コハクウンボクーイヌブナ群

集の生育地は現在では大部分がヨグソミネバリーアカシデ群落（宮脇編1985）に置き替えられて

いるが，盤谷沿い岩角急斜面のような夏緑広葉樹林の成立にとっては比較的厳しく不安定な立地

である。したがって土地的自然林であるコハクウンボクーイヌブナ群集やその二次林のヨグソミ

ネバリーアカシデ群落は，漢谷沿い斜面の保全機能を果している重要な植生といえる。

　30）　シノブカゲマーヒノキ群集

　　　Arachniodomuticae－ChamaecyparidetumobtusaeMaeda1952
　　　em．　Murakami　in　Miyawaki　1985

　シノブカグマーヒノキ群集は本州太平洋側の岩角地に発達するヒノキ自然林である。空中湿度

の高い漢谷内のやせ尾根や岩峰，あるいは来風化の溶岩上などに土地的な終局群落として生育し

ている。

　シノブカグマーヒノキ群集は植生高！0～20mに達する。高木層にはヒノキが優占するほかツガ，

ヒメコマツ，ヤマダルマなどを混じえる。亜高木層は一般に未発達で欠如する林分も多い。高木

暦構成種のほかリョウブ，タカノツメなどがみられる。低木層は典型的な林分ではアズマシャク

ナゲが優占し，アセビ，スノキ，アクシバ，イワナンテン，ウスノキなどのツツジ科低木が混生

している。草本層は一般に未発達でシノブカグマ，オサシダ，ヤマソテツ，シシガシラなどのシ

ダ植物が優占度，種数ともに高く生育している。林床にはマット状のコケ屑が発達する。コケ類

を除く出現種数は10～20種と他の森林植生と比較し少ない。土壌は厚い腐植層とポドゾル土から

なるが母岩の露出する面積も広い。

　シノブカグマーヒノキ群集は日本海側のアカ∫ノイヌツゲークロベ群集に対応した中部地方太

平洋側のヒノキ林である。より土壌が発達した立地ではコカンスゲーツが群集に接し，より傾斜

の強い立地では岩壁草本植生に接している。

　静岡県内のヒノキ自然林はほとんど本群集にふくめられている。潜在自然植生の生育地は岩峰

ややせ三根に沿った点状，線状のもので，面積が限られる。そのため植生図上では表現されない

地域も多い。シノブカグマーヒノキ群集の潜在自然植生域は生産的な土地利用が困難な厳しい立

地であるが，近年は伐採を受けヒノキ植林が試みられる場合が多い。

3D　コカンスゲーツが群集

　　Carici－TsugetumsieboldiiSuz．一Tok．1952（Tab．34）

コカンスゲーツが群集はブナクラス域の急傾斜尾根地に発達するモミ，ツガ林がまとめられて
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塾薫

騒、
．礁

遁避嚢

灘難

　　欝

醸覇隷磁懇
　　　　　Fig．42　コカンスゲーツが群集の相観（赤石岳山麓，海抜1，200m）。

Das　CaricレTsugetumsleboldii　aneinemSteilhang（FuB　desAkaishi－Gebirges，1，200m
董．NN）．

F量g．43　コカンスゲーツが群集の林内相

　　　　観（寸又峡，海抜600m）。

　　Innere　Ansichtdes　Carici－Tsu－

　　getumsieboldii（TalSumata，
　　600mU．NN）．
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．34　コカンスゲーツが群集

　　　　　　　　　　　　　　Carici－Tsugetumsieboldii

Feld・一Nr・調査番号：No－8，　Gro脱d．　Pr6be且ache調査面積：200m2，　H6he蔭．　Meer海抜高：910　m，

ExPosition　u・Neigun9方位および傾斜：NE30。，　H6he　u・Deckung　d・Baumschlcht－1高木層の高さ

および植被率：22m，80％，　Hδhe　u．　Deckung　d．　Baumschlcht－2亜高木層の高さおよび植被率：12m，

20％，H6he　u．　Deckung　d，　Strauchschicht低木層の高さおよび植被率＝5m，40％，　H6he　u．　Deckung

d・K：rautschicht草本層の高さおよび植被率＝0．8m，20％，　Artenzahl出現種数：41。

Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ass．：群集標歯種・区分種

Aあ85ノ言7ツπα

％κ9α5∠6ろoZ読’

モミ

ツガ

Rん04048π4roπ4だα頗’♂6規ミツバツツジ

　Rん0404θπ4プ0π〃澱0ノて）∫ゆαZ～〃πモチツツジ

　湾θガ5ブ曜）oηfcα　　　　　アセビ

　v忽繍〃π潮観∫’var．　g勧η〃πスノキ

Cαプθ」じノ窃麟　　　　コカンスゲ

Kenn－u．　Trennarten　d．　h6eren£inheiten：

B14・4

B21・1

Sl・1

B13・3

B21・2

S1・1

S3・3

K十・2

S2・2

S2・2

S十・2

K2・3

　　　　　　　　　　上級単位の標煎種・区分種
Cαψ∫ηz4∫Zα」じ耀。忽　　　アカシデ　　　　B2！・1

Cα7がπz’5日目。加‘α　　　クマシデ　　　　B21・l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　十
αθκμ∫脚πg・♂加var．91つ∬鋤フ窃α

　　　　　　　　　　　　ミズナラ　　　　B2十
丑。α漉1LOραノzαζτ5c如4（ψ1耽ゾごo146∫

理y42一α7～9βα1zゼπα

透6Z47ツZε〃π8プ03，‘ノπ

Lfη4の・απ〃zろ6〃α如

R加∫彦が61LO‘αゆα

M8Z∫05ノπα〃喫yノ・ピαノ‘〃Lα

L加4θノ・α0玩κ∫だ0ゐα

コシアフラ

コアジサイ

コバノガマズミ

クロモジ

ヤマウルシ

アワブキ

ダンコウバイ

Z甜」じ〃耀。’一〇カ04α　　　アオハダ

3詑測αr廃α規0πα46砂hαヒメシャラ

君zgμ5ノ＠）o厩。α　　　イヌブナ

Cα躍鋤ψα規。躍∫　　ヤブムラサキ

翫θrμ〃ノ多可ノπvar．α〃Z・8脚π

　　　　　　　　　　オオモミジ
E～40ノリη規4∫0必ψ1姻Z伽5　ツリバナ

・4c8’・cπz如69ヴb伽1’み　ウリカエデ

穂6柳剛〃μルπα砲’π　オオカメノキ

Cα伍。αψαノ41）o厩。α　ムラサキシキブ

％耀・〃L如θα麗〃05αvar．♂αβ．翻∫カマツカ

乃・α」じ読κ∫∫詑う認読αηα　マルバアオダモ

A6読αゆα疏μ」α如　　ツクバネウツギ

琵1≠ツα∫oαπ4θπ∫　　　コウヤボウキ

5ん詑oρ11プα9〃凄α1リノ4’・απ980認。∫

　　　　　　　　　　イワガラミ

S1・2

S1・2

S1・2

K　十

S　十

S　十

S1・2

S十・2

　Cα∫彦απ8αcブθノzα’α　　 クリ

　3cん’∫απ4rα7’ψαノ14α　マツブサ

Beg】eiter＝　　　　随伴種

　Z甜滋ρε読胡。μの5α　　　ソヨゴ

∠）8κ舵如5cαう，・α

5肋ノ〃π’αノ砂。加。α

Lゆf50耀50’～0θ’

孟∫π∫♂∫α8α妙’α4α‘α

〃〔切。，一βπα‘α

マルバウツギ

ミヤマシキミ

ヒメノキシノブ

キツコウハグマ

イヌツゲ
MOノ己0‘’一（ψα5’1一配ノπ9♂0605‘4〃多

　　　　　　　　　　ギンリョウソウ
コFbη笠yαημ‘漉ノーα　　　カヤ

S1・2
S　1・2

S　十

S　十

S十・2

S　十

S2・2
S　十

S　十

S　十

S　十

K十・2

K十・2

K十・2

K　十

K　十

B2牽
S　十

S　十

S十・2

S　十

K2・2
K　十

K　十

K　十

Lage　d．　Aufn．調査地：Ikawa，　Sta（lt　Sizuoka静岡市井川大口峠，　Datum　d．　Aufn．調査隼月日：12．

Juni，1984．

いる。現存林分はヤマボウシーブナ群集ほかのブナ林，イヌブナ林やその二次林であるタリーミ

ズナラ群集に接した尾根部に帯状の林分を形成している。

　コカンスゲーツが群集は植生高20m以上に達する常緑針葉樹林である。高木層には優占種であ

るモミ，ツガのほかアカシデ，ハリギリなどの夏緑広葉高木が混生している。亜高木層には高木

層構成種のほかネジキ，タカノツメなどがみられる。低木層はミツバツツジ，アセビ，モチツツ
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ジなどのツツジ科低木が優刑するほかコアジサイ，コバノガマズミ，ウリカエデ，カマツカ，ツ

リバナなどが混生している。草本層は一般に未発達でコカンスゲ，キッコウハグマ，コウヤボウ

キ，チゴユリ，イワガラミ，ミヤマシキミなどが生育している。出現種数は30～40種である。コ

カンスゲーツが群集はブナクラス域の尾根部，土壌の浅い立地に特徴的なモミ，ツガ自然林であ

る。林床には露岩がみられるが，シノブカグマーヒノキ群集と比較して土壌層は厚い。林内各層

にはイヌブナ林あるいはブナ林と共通した夏緑広葉樹や草本植物が多数みられ，種組成的にはイ

ヌブナ林あるいはブナ林と共通性が高い。

　コカンスゲーツが群集は本州中部の太平洋側ブナクラス域に広くみられるモミ，ツガ林がまと

められている。コカンスゲーツが群集の潜在自然植生域は静岡県内では県西北部にあたる赤石山

脈南端部のV字谷斜面に広く分布している。生育立地は生産的土地利用の困難な急傾斜地である

が，近年は伐採を受けヒノキの植林地として利用される場合が多い（Fig．42，43）。

　32）　ヤマツツジーアカマツ群集他

　　　Rhododendro－PinetumdensifloraeSuz．一Tok。！925u．a，（Tab。35）

　ヤブツバキクラス域からブナクラス域下部にかけて広く生育している森林群落の一つにアカマ

ツ優占群落がある。これらのアカマツ林の大部分はヤマツツジーアカマツ群集モチツツジーア

カマツ群集にまとめられる二次林植生である。しかし，岩角地，やせ尾根など営養で乾燥しやす

く，表層土壌の堆積がほとんどみられない立地には，自然林としてのアカマツ林が成立しており，

潜在自然植生としても認められる。

　ヤマツツジーアカマツ群集に代表されるアカマツ自然林，アカマツ群団は，高さが15mを越え

ることは少なく，植被率も70％以下の疎林が多い。花崩岩質の露岩地では，高さ3m前後の低木

林にとどまっていることもある。高木暦にはアカマツが優占し，稀にネジキ，リョウブ，コナラ

などが混生する。低木層にはモチツツジ，ヤマツツジ，ミツバツツジ，アセビ，パイカツツジな：

どのツツジ科低木が多い。この他ガンピ，キハギ，ネズミサシ，ヤシャブシなどが特徴的である。

草本層の植被率は低く，シノブ，イワヒバ，ノキシノブなどの丁丁生の種やススキ，アキノキリ

ンソウ，ノガリヤスなどが生育している。ハイゴケ類，ハナゴケ類などのコケ摺を伴うこともあ

る。

　自然植生としてのヤマツツジーアカマツ群集およびモチツツジーアカマツ群集の潜在立地は，

局地的な極端立地が多く面積的にはわずかに過ぎない。したがって植生図では小さく，島状，線

状に示されるにとどまっている。静澗県下では，各地で日当りの良い岩峰にアカマツ自然林の生

育が観察される。しかし，これらの生育地の多くは調査困難な立地であり，得られた植生調査資

料は限られている。モチツツジーアカマツ群集は水窪町羽ケ庄で植生調査されたのみである。ま

た，引佐町渋川周辺の蛇紋岩地帯の浅土地にはジングウツツジ（シブカワッツジ），イヌツゲ，

ドウダンツツジ，キハギ，ヤマテリハノイバラ，ガンピなどが混生するアカマツ低木林がみられ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75

る。このジングウツツジーアカマツ群落にまとめられるアカマツ低木林は，旧観種組成共に特

徴的で，引佐地区に生育が限られている。

　アカマツ自然林の生育地は生産性が低く，破壊を受けた場合にはもっとも複元の困難な立地の

一つである。近年行なわれている植林を含めた森林の画一的，面積的な伐採は，伐採跡地の急激

な土壌侵食，乾燥，貧栄養化を促進する。このため，生産性の低いアカマツ林の潜在立地が広が

る可能性も考えられる。立地特性に応じた機能的な林業経営や土地利用計磯が望まれる。

　33）　コゴメヤナギ群集他

　　　SalicetumserissaefoliaeOhba1973u．a．（Tab．36，37）

　コゴメヤナギはおもにブナクラス域の太平洋側に分布域をもつ高木性のヤナギであり，撰本海

岸側に分布するシロヤナギとすみ分けて分布している。コゴメヤナギ群集はコゴメヤナギを標徴

種とするヤナギ高木林である。生育地は河川ぞいの不安定地であるが，コゴメヤナギ群集に付随

して低木林であるドクウツギーアキグミ群集やネコヤナ刷洋瓦が生育する。この凡例には爾方の

群集が含められている。

　ロゴメヤナギ群集は植生高12～13mに達し，高木層はコゴメヤナギ1種で構成される。林内に

は低木の種としてイヌコリヤナギ，ノイバラ，カワヤナギ，キハギなどが生育するが，植民率は

多くは50％以下である。草本層は林床の安定度に対応して裾継率に幅があり，安定した林分では

イタドリ，ヨモギ，スギナ，ツボスミレ，コモチマンネングサ，コマツナギ，クサヨシ，ノコン

ギク，ヨメナ，ササガヤなどを生ずる。

　ドクウツギーアキグミ群集はコゴメヤナギ群集より不安定立地に生育し，群落高は2～3m，

主要な群落構成種はアキグミ，カワヤナギ，ウツギ，コマツナギなどの低木にイタドリ，ススキ，

トダシバなどのススキクラスの種が低い植被率で出現する。群集面癖種のドクウツギは，県下の

林分には稀にしか出現しない。

　コゴメヤナギ群集の生育地は河川上中流の礫質の河原にみられる。初夏および秋の雨期には流

水の影響を受け，ときに林床の植生は冠水し，流亡する場合がある。土壌は中小礫を主とし，粗

い砂が混在し，表層には細砂の堆積がみられる。安定立地の林分では林床にわずかの落葉の堆積

がみられることがある。

　静岡県下の河川には天竜川，大井川，安倍川，寓士川などの大河川があり，しかもこれらは急

勾配である。中流域で大きく蛇行しているが全般的セこは，太平洋岸には直角に流出する。したが

って河川の底質は河口付近まで扇状地状であり，河川敷は礫土でおおわれている。コゴメヤナギ

群集およびドクウツギーアキグミ群集はこれらの大河川の中流部によく発達し，その分布地は一

部ではやブツバキクラス域まで下降し，河口付近にまで達している。

　河床に生育するヤナギ林は，河川敷にあって洪水の影響を受けながら発達，崩壊，再生をくり

返している。県下の大河川は上流からの土砂の堆積が多く，過去に大量の砂利採取が行なわれ，
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Lfd．　Nr．

Datum　d．　Aufn．：

　Tab．37　ドクウツギーアキグミ群集

Coriario－Elaeagnetumumbe】latae
　　　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　　　調査年月日

H6he赴．　Meer（m）：

Gr6βe　d。　Probeβache（m2）：

H6he（L　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）＝

H6he　d。　Krautschicht（m）＝

Deckung　d．1（rautschicht　（タ6）：

Deckung〔L　Moosschicht（％）：

Artenzahl＝

海　　抜　　高

調査面積
低木層の高さ
低木溜の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

コケ層の植被率

出現種数
Kennarten　d．　Ass．：

　E如8α9ノπ絡π〃め8〃α躍

　Corfαノ・如ブψoノ～∫cα

Kennarten　d，　h6heren　Einheiten：

群集標徴種
　アキグミ

　ドクウツギ

上級単位の種

　コゴメヤナギ

　イヌコリヤナギ

　カワヤナギ

随　　伴　　種

　ススキ

　トダシバ

　コマツナギ

　イタドリ

　ヨモギ

　クズ

　ノコンギク

　オオバヤシャブシ

　ウツギ

．　1．

S

S

1

’85

12

14

100

24

2．4

85

0．8

30

10

19

2

’74

11

20

40

3．5

80

0．8

50

16

3

’74

12

13

50

2．5

70

0．6

60

18

　3αz㍑5θノ・’55αゆ1～α

　5αz㍑1η’磐ノ・α

　＆～z揺9’Zgノ〃～α

Begleiter＝

　ム4ゴ50α刀〃zz45∫〃～81～∫∫5

　Aπ〃～漉刀8μα1～カ・オα

　1＞～4’9ψノ・αρ∫砲60痂～c’07一～α

　Pb4ygoηπ〃多α‘ψ∫ぬ’”ノ〃

　Aπ召〃～∫∫’αρ1噂∫ノκ鐸〉∫

　P～超ノ・αノゾα！0ゐα護α

　・4∫’61・α98ノー‘Zω～幽var．0辺α”f∫

　五♂〃～4∫∫ノ〔カ0！4～αη‘Z

　z）8μ薦1α‘フ・召刀α’α

　…
　　…

S

S

S　l
　　i

Ki
I・i

・｛

馴Ki
K　i

K
S

s｛

5・5

0

十

●

1・1

1・2

2・2

1・2

十

〇

●

●

十

十

5・4

十

十

十

十

1・2

1・2

2・2

十

1・2

十・2

十

十

4・4

●

0

1・1

0

2・2

十

●

，

1・2

1・2

十

〇

．

出現1圓の種　AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr　　P’，．i．螂4ε郡醒07・αアカマツS－1・1，　Ce‘α5≠rε‘∫

o’海α‘Zα伽5ツルウメモドキS一十・2，3θ♂～〃μ伽あ漉ノ’～〃ηコモチマンネングサK：一2・3，　Aη4ノ’砂ogoノ～

船君加ぬ‘∫メリケンカルカヤ　K一十・2，召’漉η5ρ～Zo∫αコセンダングサK：一十●2，＆’α”ぬ画ア躍14’5　f・

〃’f∫8ノ『αムラサキエノコロK一十・2，ル”8〃’f∫～α‘5砂”御’～∫カワラヨモギK一十，Co〃切’6Z加αco〃ηノ～μノ～1∫

ツユクサK一十，拓8漉7・’α5‘，αノκ劾～∫var．ノノ～勧窃ヘクソカズラK一十，　R1～αco〃」油・加π〈，α2z85僻～5スナ

ゴケM－1・2．in　2，ゐ8功8ぬ澱諏8／981・’キハギS一十，　A1・〃照謬。〃1～砂’漉4∫コブナグサK一十・2．　in3．

Ro∫α〃’πZ孟耀。／uノイバラK一十・2，　Dz‘c加∫ノz8α加4∫6αヤブヘビイチゴK一十，0朗α漉加ノαηαπ∫oαセリ

K－1・2，．R！〃’8ぼαo麗。∫αスイバK－1・1，　G♂8c1～o〃～ρ加滅η層α‘8αvar．　gノ’α〃41∫カキドオシK－1・2，ホシ

ダ（汐。♂o∫ori‘∫αc‘｛η‘加α如∫K－1・2，　Cα7’ε記oZ加αc¢αvar．僻g．ど‘∫孟’orミヤマシラスゲK－！。2，」～↓s‘fcfα

ρ1η‘wノめ8ノ～3var・Z8～’ぐαノ～”～αキツネノマゴK一十，　GαZ癬〃3⑫’4プ’π〃’f．∫ケ’go∫κ〃～ヤエムグラK－1・2，

勘’β1z’〃αたZ8’ノ～∫αノ1αオヘビイチゴK一十，ル翫ノ・o∫’｛碧’々‘〃’．曽～〃’加8z〃ηvar．ρoか5ごαc1κy～〃μアシボソK

－1。2．

Lage　d．　Aufn．調査地ll．　FluB　Abe，　Yushima－cho，　Stadt　Shizuoka静岡市油島町安倍川，》3．

FluB　Tenryu天竜川。　Nachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料名：2－3．　Miyawaki　et　aL宮脇他

1977（Tab．13）．
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現在でも大がかりな河川の低水敷工事が行なわれている。したがって，無植生域はきわめて広く，

ときに斑紋状にススキ，メリケンカルカヤなどの疎生する荒原状を呈している。現存のヤナギ林

の生育状態をみる限り，より広い範囲にコゴメヤナギ群集で代表されるヤナギ高木林が存在する

可能性が高い。ヤナギ林の護岸の役割はきわめて高く，各河川の岸部ではできるだけヤナギ高木

林による植生護岸の形成が望まれる。

　34）　クロツバラーハンノキ群集

　　　Rhamnonipponicae－Alnet“mjaponicaeOhnoiRMiyawaki1985
　内陸性気候下の海抜700～1，300mの範囲にみられる山關谷地や扇状地末端湧水辺などの過湿地

の潜在自然植生としてクロツバラーハソノキ群集が考えられる。二二県内では，ブナクラス域の

大部分は太平洋岸気候の影響下にあることや，内陸性気候の影響の認められる県北部の山地帯に

あっても，谷が深くかつ急峻な地形であることが多く，山間谷地や扇状地末端湧水のみられる地

域はわずかである。このため県内の潜在自然植生図では，クロツバラーハンノキ群集の潜在的な

分布域は大井州中流域の本川根町をこ小面積でみられるにすぎない。

　クロツバラーハンノキ群集を潜在自然植生とする地域のうち，比較的低海抜の山間谷地に形成

された林分の大部分は人里に近いこともあり水田開墾などの人為的破壊を受けておりほとんど残

されていない。また大井川中上流域や天竜川中～上流域ではダム建設によりクロツバラーハンノ

キ群集の潜在立地が消失した所も少なくないと推測される。このように県内では山地湿生林が残

された地域は少ないこともありまた学術上重要な植生として極力保護する必要がある。

　　　　　レンゲツツジーズミ群集（低木・マンi’群落＞

　　Rhododendro－Maletum　japonicae（Mantelgese玉1schaft）

　　　　　　　　　f

　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　2
　　　　　　クロツバラーハンノキーイ洋集（ilけ也湿踵三林＞

Rhamno　nipponicae－Alnetum　laponicae（montaner£rlenbruchwald）

　　　グラィ土の形成されたしし麟1湧水辺及び谷地

　　　BrUcher　miもG玉ey　ln　der　montanen　Stufe

一自然発達　　　　　　　　　一一幽一一一→墜伐採
　　　　　11atUr1三che　Elltwicklung　　　　　Kahlschlag

　　　　　　Fig．44　クロツバラーハンノキ群集域の群落環。

Gesellschaftsringi！nRhamnonipponicae－A｝netumjap（micae－Gebiet．
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クロツバラーハンノキ群集域の群落環はFig．46に赤された。

　35）　アセビーリョウブ群落

　　　1「砂ゴ3ノαρo刀ゴごα一α6疏rαみαゆぎノz8ノ・麗∫一Gesellschaft（Tab．38）

　伊豆天城由の万三郎岳から万二郎岳にかけての稜線部には通称「アセビのトンネル」と呼ばれ

る低木林地域がみられる。この低木林はアセビ，リ。ウブ，トウゴクミツバツツジなどの優著す

る植生高5mほどの風衝低木林であり，アセビーリョウブ群落にまとめられている。

　アセビーリョウブ群落は未発達ながらも3群落階層が識別される。高木層には前述の優占種の

ほかツクバネウツギ，マメザクラ，サラサドウダン，ニシキウツギ，オオイタヤメイゲツ，エン

コウカエデなど多数の夏緑広葉樹が生育している。低木層は未発達でアセビ，ツクバネウツギな

どが低い密度でみられる。草本暦はイトスゲが優占するほかヤマカモジグサ，ミヤマシキミ，ツ

ルアジサイ，リンドウ，トボシガラ，タニギキョウ，ヘビノネゴザなどが生育している。蹴現種

数は約30種である。

　アセビーリョウブ群落は強い季節風にさらされる伊豆半島のブナクラス域稜線部を潜在自然植

生域としている。東海岸に面した万三郎～万二郎岳付近，西海岸に面した達磨山～伽藍山，仁利

峠などに広い植生域をもっている。これらアセビーリョウブ群落の潜在自然植生域は現存植生で

はアマギザサあるいはスズタケなどのササ草原となっている部分が多い。

　36）　アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群集

　　　Rhododendretumkomiyamae－wada漁umMurakamiinMiyawald！985
　　　（Tab。39）

　アシタヵッッジートゥゴクミツバッツジ群集は愛鷹山地の急峻な尾根部に発達する夏緑低木林

である。アシタカツツジ，ベニバナツクバネウツギ，マメザクラ，ハコネギクなどを標宇戸，区

分種としてまとめられる（宮脇編！985，宮脇・中村・藤原・村上1984）。

　植分は植生高1～5mに達する。植被率70～90％の低木1轡にはトウゴクミツバツツジ，リョウ

ブ，ベニバナツクバネウツギなどが優占するほかサラサドウダン，アシタカツツジ，コアジサイ，

アォダモ，クロモジ，タンナサワフタギ，ナナカマド，スノキ，ボツツジ，ベニドウダンなど多

数の夏緑低木が生育している。草本層は穂被率20～30％の林分が多く，シモツケソウ，イトスゲ，

ヒメノガリヤス，ツタウルシ，シロヨメナ，ツクバネソウなどが生育している。出現乱数は2！～

54種，平均32種である。生育地はヤマボウシーブナ群集あるいはオオモミジガサーブナ群集に隣

接した尾根部で傾斜30～60。の急傾斜地に発達している。

　アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群集の潜在自然植生域はほぼ現存植生の広がりに対応

し，愛鷹山地の稜線部に帯状に発達している。

　愛鷹山にはより岩角地にオノエランーハコネコメツツジ群集がみられる。植生図上ではアシタ
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Laufende　Nr．：

Feld＿Nr．：

　　Tab．38　アセビーリョウブ群落
P∫81亀’5」砂。刀沈α一α6ご1～ノ層α玩zノ’ゐ’〃8ノ㍗～∫一Gesellschaft

　　　　　　　通　し番号
　　　　　　　調査番号

Gr6Be　d・Probe鑑che（m2）：

H6he江Meer（m）：
Expositi・n：

Neigung　（O）：

H6he　d・Baumschlcht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（％）：

H6he　d．　Strauchschic1ユt（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（傷）：

H6he　d．1く二rautschicht　（ln）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Arte鷺zah1：

調査面積
海　　抜　　二

方　　　　位
傾　　　　斜
高木層の高さ
高木層の植被率

低木摺の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の半被率

出現種数

　！

　IA
　55
　400

1，220

　N
　25

　7
　80

　2
　80
　0．3

　30
　29

　2
　1A
　54
　900

1，300

　L
　5
　90
　2
　30
　0．2

　40
　32

Trennarten　d．　Gesellsch．：　　　　　群落区分種
　5忽τuα彦如〃zoπαゐ4ρノ～α　　　　　　　　ヒメシャラ　　　　B・S

　Ezω暖y〃3㍑∫∫∫oうoZ6ヴα刀㍑∫　　　　　　　　　マユミ　　　　　　　B．・S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
　V翫‘プノzμ1π読Z認α如ノノ’　　　　　　　　ガマズミ　　　　　　K

　刀8エCア闇θη碗α　　　　　　　　　　　　イヌツゲ　　　　　　K：

　激∫〃〃加αノ砂。π此α　　　　　　　　　　　ミヤマシキミ　　　　　K：

Kenn－u．　Trennarten　d．　h6heren　Elnheiten＝上級単位の標徴種・区分鍾
F＞・α誠7～螂Zαノzz‘9魏。∫α

3y〃ψ♂0ご05　COノ・8ωZα

CZ8’んノ・αゐα7・わかz｛η㍗！5

E／zん∫αノ～疏z‘5‘α〃ψαノ～z‘zα∫～4∫

Aみθ♂∫α解）α渉1z．z‘zα’α

　Rん0404θノZ♂ノー0／ZZむαぬ2ZZ〃π

　Eη葱απ’ゐz∫∫c8η～z4κ5　f．プκ∂θ刀∫

　殉4ゾαπ9召αん∫ザ雄

　沢んz‘5ζz〃め∫9z‘α

　Cαノー8躍ノ診η～α’読αノ～α

　％．ノーピ5診8孟ノ・砂面zzα

Begleiter＝

　P諭ゴ5ノ妙。／zκα

G82Z加照∫励ノ・αvar．ゐμ8／9θノゼ

　アオダモ　　　　　　B
　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　S・K
　タンナサワフタギ　　B．S

　リョウブ　　　　　　　B

　　　　　　　　　　　S
　サラサドウダン　　　B
　ツクバネウツギ　　　　B

　　　　　　　　　　　S
　トウゴクミツバツツジ　B

　ベニドウダン　　　　B　…

　コアジサイ　　　　　S・K

　ツタウルシ　　　　　　K

　イトスゲ　　　　　　K
　ツクバネソウ　　　　　K
随　伴　．種
　　　　　　　　　　　　1
アセビ

@　創　ジンドウ　　　　Kl

土
目

1・1

÷

十・2

1・2

十

十

1・2

1・2

3・3

1・2

1・2

2・2

1・2

4・4

1・2

2・3

十

1・2

十

十

十

一」＝．

・

十

十

1。2

十

王

土
3・2

　●

1・2

1・2

1。2

2・2

十

十・2

2・3

十

3・3

2・2

！・1

出聾審議襯搬eク鰹態iミ黒’潔：羊開鉱膓1も膨瓢や諜総繍赫
　oα砺〃凄オオカメノキS一ナ，Ac81’〃〃c1鳥α麗1LZ〃〃コミネカエデS一一＋，ぬ’ノ伽忽々ガ。ゐαvaLカα♂〃’α如キ
　ンレイカK一十・2，Cα6αZ雄1～α5’α‘αvar．巽ηゾ〃u4bZfαコウモリソウK一十，　rb4ygo1～α‘ど〃μノa♂‘慮πη3ナ

乙ヲ認あ論。雪騨㌻5鰻竺ぞ21溜池義海錨’4鯉湾5題喫艶1筋。高。脇議漏1み
　’01弓π∫疏∫fvar．汐82z‘α〃塒幽z‘〃3シャクナゲB2一÷，。％㍑1’”z如8αη”o∫αvar．♂α6加3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w2ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマツカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2一十，
　geZαゐcoザαニシキウツギB2一十，　Aぐε7’∫痂rα5α測αππ〃多オオイタヤメイゲッB2－1・】，　Ac81’ηzoηo　var．

　〃～．の『〃～07噂α’㍑〃zエンコウカエデB2一＋，均4ノ’απ9θαρ伽∫c認α‘αノリウツギB2一十，π鷹αノz〃～6ノーα〃’加。ノ・

　オオバノトγボソウK：一14，コr》ψ‘8π｝5ρεノ「ηZZ〃πゴ4ρ0π∫‘躍ノ’ッルヲンドゥK一十，Bプσ61げ少04ゴZ‘〃3ミyZηα’∫・

　6μ〃z鴨r・〃’z58ノ即3ヤマカモジグサK－1・2，」％’α6αノψαぐα〃zo5αvar・ゆτ‘zεoガ漉∫タニギキョウK：一十・2
　／1坂yπμ〃～ツ欲056のz56ヘビノネゴザK：一十・2，勘9z45ごノー碗漉αブナK一十，．醍y41一α7zg81一αカ6’∫oZαノ廊ツノじ

　アジサイK－1・2．
Lage　d・Aufn・調査地＝Berg　Manlirodake，　Amagiyugasima－cho天城湯ケ島町万二郎岳
Datum　d．　Aufn．調査年月iヨ：16．　Juni，！979．
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．39　アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群集

　　　　　　　　　　　　　　　Rhododendretumko狙iyamae，wadanum

H6he廿Meer海抜高：1，200～1，390m，　H6he　d・Vegetation植生高：1～5m，　Zahl　d．　Aufn．調査区数

8，Mittlere　Artenzah1平均出現種数：32．

Kenn・u．　Trennarten　d．　Ass．：群集標徴種・区分種

　Rん040漉π42曾02Zん0ノノ亙ッαηZαθ

　　　　　　　　　　　　　　　アシタカツツジ　IV（十一2）

　AゐθZ如⑫α彦観伽var．5αη9ぬ8α

　　　　　　　　　　ベニバナツクバネウツギW（＋一3）

　乃魑μη鰐伽‘磁　　　マメザクラ　　狙（1－2）

　E♂α6α9ππ5脚π吻αvar．0ツα’α

　　　　　　　　　　　　　　　ツクバグミ　　　皿（十一ユ）

　．45彦8r悔戯ぬ伽5　　ハコネギク　　　H（十）

K：enn．　u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　　　　　　　　　　　　上級単位の標徴種・区分種

CZθ疏7噂αろα2ゐ∫πθノーぴ∫∫　リ　ョウブ　　　　　　　V（＋一3）

Rん040漉π4ア躍0πτθα融7ZZ〃ノ’

　　　　　　　　　　　トウゴクミツバツツジV（1－3）

1弓・α必∫7zπ5　Zζzπ郡9∫ηo∫αアオダモ

A坂yノ・如η多：yo肋∫ごθノ～5θヘビノネゴザ

Hy47・αη8即肋・如　　コアジサイ

ゐ∫η漉ブαz6〃め8ZZα置α　　クロモジ

Eπ葱α漉1曜∫cα刀ψα耀‘zα如∫

　　　　　　　　　　　　　サラサドウダン

5ンη．ψ♂0ご0∫COプ8αηα

Cαプθ」じノ診ノ槻認読αηα　イトスゲ

・A‘θプη瓦‘7「απ孟ん配η3　　コミネカエデ

Rんπ∫αηめ∫g㍑α　　　ツタウルシ

ゐθ脚伽θ9ノーのαπαvar．・ゐ伽9え1b伽

　　　　　　　　　　　　　ハナヒリノキ

50ノ・うπ∫60’π1π∫鋭α　ナナカマド

VごCC謝翻5ηZαZ碗var．9勧π〃μ
　　　　　　　　　　　　　スノキ

▽冨δπプπZ〃πτ創プ∫9五孟∫∫　ミヤマガ・マズミ

R）μブ‘1琵α8α刀1ZZo3αvar．　Zα（即∫∫

　　　　　　　　　　　　　カマツカ

理y漉一απ8B∫ρ8∫∫oZ御廊ツルアジサイ

魚が5詑か曜）疫yZJα　　ツクバネソウ

魚gz∬Cノ・6刀α∫α　　　ブナ

E派’αη諏‘5c87・η礁5　var。アノ雄’5躍勉8

　　　　　　　　　　　　　チチブドウダン

7｝一ゆ認ζzZ皮αραπ∫Cz4Zα彦αボツツジ

3ん0プ加501ぬπ〃・漉∫var．耽繋目
　　　　　　　　　　　　　ヒメイワカガミ

L乞gz6∫〃躍η’∫cん。η05々ガミヤマイボタ

V（＋一！）

V（＋一！）

V（＋一2）

V（＋一2）

配（＋一3）

タンナサワフタギW（十｝1）

M＋一3）

M＋）
皿（＋）

皿（＋一1）

恥（＋一1）

皿（＋一2）

皿（＋一1）

嚢（＋）

H（＋）

皿（＋一1）

皿（＋一2）

H（＋一1）

豆（1－2）

H（＋一2）

H（＋）

Rん06♂00弛π4ノ・0η（1’卿Z〈μけb♂加ノπ

　　　　　　　　　　　　　シロヤシオ

Cαノー8エ9プαZ♂磁。パα　ヒナスゲ

・4ηg8♂掬αんαた。η⑳z∫∫5イワニンジン

Cαノブ）∫π郡∫メ妙。π此α　クマシデ

Aろ躍αゆα疏配厩α　ツクバネウツギ

（）z｛θ剛5ノπ・ノ280’∫Cαvar．9ノー0∬85θ7一剛α

　　　　　　　　　　　　　　ミズナラ

COノツ伽55紹ゐoZ読απαツノハシバミ

H（＋一2）

嚢（1－2）

皿（＋一1）

皿（＋）

聾（＋一2）

豆（＋）

皿（＋一2）

施痩yα91αう解5cεπ∫ナガバコウヤボウキH（十一3）

Co1一ππ5ゐ。螂α　　　ヤマボウシ

Rη’αδθη驚。加1）ブαεoo必アプラチャン

V乃柳フZZ〃π∫を〃『Cα顔1πオオカメノキ

均漉一απ98αノ2雄67・（4♪加ZJα

　var。αα‘〃珈鷹α　ヤマアジサイ

皿（＋）

皿（＋一1）

H（＋）

匪（＋）

　ゐθz‘ω∫αψ∫ノwノ～ゴ妙。ノ～ごごπ〃zf．ムα1’醒πθノ〔び6

　　　　　　　　　　　　　　　フジテンニンソウH（十一1）

　　　　u．a．　　　　　以下略

Begleiter：　　随伴種

～
屍侮＞6η漉‘」αノノ沼髭ヴμ8πシモツケソウ

濡εパ∫．ノ畷）oη∫cα　　　アセビ

理y41・απ9θαρα鋭。配α置αノリウツギ

Gβノ～オ∫απα3cαう1・αvar．伽81二98ノフ1

　　　　　　　　　　　　　リンドウ

A吻・α962・α’0∫4θ3var．1置α14αε

　f・Zα‘Cα彫1濯5　　シロヨメナ

ぬ彦ノ伽ガα∫1ゼ励αvar．ρα♂〃凄α彦α

　　　　　　　　　　　　　キンレイカ

M＋一2）
皿1（＋一2）

璽（＋一1）

H（＋）

皿（＋）

皿（＋）

7》℃c1LO48ノπ」7’o／zα7『α」ガ。’α郡ヤマダルマ嚢（十一3）

5傭∬μ解α功加認壌7欄αトゲキクァザミ皿（十）

R・∫α伽6蜘var．動幽f∫απθπ∫お

　　　　　　　　　　　　　フジイノミラ　　　∬（十）

5・Zf・面80吻欝一α㍑脚var．α癩孟加

　　　　　　　　　　　　　アキノキリンソウ嚢（十）

翫た伽86配。α〃雄。7・αウラバグサ

5α∫αηψρ0漉Cα　　　ミヤコザサ

RzめμゆαZ脚オπ5　var．ごρμ・ρ1～ツ”配5

　　　　　　　　　　　　　モミジイチゴ

ノ1∫彦8ノ・ご痂π07ψん砂1～ツ♂伽∫タテヤマギク

　　u．a．　　　　　以下略

∬（＋）

皿（＋一1）

甕（＋）

皿（＋一1）

Lage　d．　Aufn．調査地：Berg　Ashitaka－yama，　Stadt　Fuli，　Praf．　Shizuoka静岡県富土市愛鷹山，　Datum　d．

Aufn。調査年月日；Jun．～Aug．，1983，　Nachweis　d．　Vegetat玉onsaufnahmen既発表資料名：Miyawaki，

Nakalnura，　Fujiwara　u．　Murakami宮脇・中村・藤原・村上（1984）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8！

　　　　　　　　　　　愛ab．40　フジアカショウマーシモツケソウ群集

　　　　　　　　　　　　Asti】bo－Filipenduletulnmultijugae

H6he廿．　Meer海抜高：1，250～1，390m，　H6he　d．　Vegetation植生高：20～40cm，　Zahl　d．　Auf簸。調査区

数：10，Mittlere　Artenzahl平均出現種数：17，

Kenn－u．　Trennarten　d，　Ass．二群集標徴種・区分種

　A鉱8ア・魎∫cf4厩忽∫　　ハコネギク　　　盤（十一3）

　5偬∬〃’8α功初漉ノ面Y諺トゲキクアザミ狙（十一2）

五∫彦∫伽伽ηゐ8ノ↑9∫fvar．ノゆ∫αノz6／z5お

　　　　　　　　　　フジアカショウマ恥（十一1）

　AηgθZ此α11αん0πeη∫∫Sイワニンジン　　盤（十一D

　Hyプ）6ガα‘1π1薦んωz碑58コオトギリ　　∬（十一1）

　Aご0π露♂‘〃凄fゐZ4葱εノZ5θvar．ゐ【漉0ノ～〔～1Z∫8

　　　　　　　　　　ハコネトリカブトH（十・一1）

　51LOノ・彦如50Z4αノzθZZo2485　var．漉C痴あα

　　　　　　　　　　ヒメイワカガミ　H（十一1）

Kenn．　u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　　　　　　　　　上級単位の種
　濫侮〉θノz4記α〃3認擁」μ9αシモツケソウ　V（1一一4）

　CαZωπα97－05’∫3ゐαん。ノ～ε〃∫ガ∫

　　　　　　　　　　ヒメノガリヤス　　V（1－5）

　C1ηツ5μη疏8〃臨〃’醒α々∫π碗

　　　　　　　　　　リュウノウギク　W（十一1）

　Gα読〃π窺η厩α　　キヌタソウ　　　皿（十一1）

　ゐθ0／Zオ0ψ0読Z〃πノ砂0ノ～’餌〃多

　　　　　　　　　　ウスユキソウ　　週（十一2）

　Vθ7層αかんノπ脚ααC窺∫　ホソバシュロソウ塵（÷）

　56α腕。∫αブ碑）o癖。α　マツムシソウ　　丑（十一3）

　ゑ487z（～ρ1101ππ漁08／z∫おヒメシャジン　皿（十一2）

　魚読ご厩⑳お解∫妙∫1zα飢シオガマギク　1（十）

Begleiter：　　　　　随伴種

　A魏ツノ・∫～〃μツ。々03c8那βヘビノネゴザ　　W（＋）

　碑痂η8αブ砂0刀∫0α　　シモツケ　　　　H（十）

ぬ’プ～磁オ7一’ZOろαvar．ρα♂〃’α彦4

　　　　　　　　　キンレイカ　　　豆（十一D
ん・z〃～α‘34’0～α’5var．診β’圃〃泌

　　　　　　　　　ヤマブキショウマ皿（十一1）

Cα解必プ診1フzαZ読απα　イトスゲ　　　H（十一1）

κ欲。麗c1Lあα況αc邦Lウラバグサ　　　皿（！－2）

Rz伽∫μZ〃’α‘z‘∫var．吻彦oρ13ツ伽∫

　　　　　　　　　モミジイチゴ　　1（十一1）
αバ’z〃ノz〃zめ℃砂fcα彦μ〃z

　　　　　　　　　アズマヤマアザミ1（十一1）
13彫1砂・磁〃π鐸んαご∫α‘〃3var．ノノ厩ノ・z〃π

　　　　　　　　　ヤマカモジグサ　 王（十）

ゐ8’κ05αψ’π〃πブ砂。η∫α〃ノ’f．みαノ演ノzθ7・ひ6

　　　　　　　　　フジテンニンソウ1（十）
．乙fgz4αノゾα5‘6ノ～oご4）ゐαZαメタカラコウ　1（十一1）

EZα’・5オω’硯〃ノ～ゐ81♂磁〃冴var．〃彦・ψ∫

　　　　　　　　　　ウワノミミソウ　　1（十）

ん痂お58ノγαオαvar．ブ妙0／zゼごα

　　　　　　　　　イワハタザオ　　1（十一！）
Aノ～砂1～αZガ∫ノ〃α19α1ゴ∫α卿var．αノzg臨砺・

　　　　　　　　　ヤマハハコ　　　1（1－2）
εぬgfπ8”αノ襯0四七Z∫αvar．ノ妙0ηガ‘α

　　　　　　　　　　クラマゴケ　　　1（十一2）

Ezψ110治忽∫融ゐ。♂読αノzαナツトウダイ　1（十一！）

D8πノZ∫忽e読如痂プ5Z6如イヌシダ　　　　1（十）

71∫κ3’（ψ乃＝y〃z〃πオα刀αたα6

　　　　　　　　　ハコネコメツツジ王（→一一1）

　　u・a・　　　　以下略

Lage（i．　Aufn．調査地：Berg　Ashitaka－yama，　Stadt　Fuji富士布愛鷹山，　Nachweis　d．　Vegetationsaufnah－

men既発表資料名＝Miyawaki　et　al．宮脇ほか（1984）。

カツツジートウゴクミツバツツジ群集に含めて扱かわれている。

　37）　フジアカショウマーシモツケソウ群集

　　　Astilbo－Filipendule亀ummult玉lugaeM圭yawaki，OhbaetMurase1964

　　　（Tab．40）

　愛鷹山地あるいは箱根山地の二線部には岩角地草原としてフジアカショウマーシモッヶソゥ群

集が生育している。フジアカショウマーシモツケソウ群集はハコネギク，トゲキクァザミ，フジ

アカショウマ，イワニンジンなどによって特徴づけられる（宮脇・中村・藤原・村上1984）。
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　フジァカシ。ウマーシモツケ群集は植生高20～40cmの多年生草本植物群落である。ヒメノガ

リヤス，シモツケソウが優出するほか，前述の標徴種，区：分種，さらにキヌタソウ，リュウノウ

ギク，ウスユキソウ，ヒメシャジン，ヘビノネゴザ，シモツケ，キンレイカ，ヤマブキショウマ，

ウラバグサなどが混生している。出現種数は6～25種，平均！7種である。フジァカショゥマーシ

モツケソウ群集は西風による強い風衝を受ける忌寸二三の岩角地に発達している。土壌層は未発

達であるが雲霧による比較的良好な水分条件下に生育する。

　フジァカショウマーシモツケソウ群集の潜在自然植生域は潜在自然植生図上では箱根山の繭斜

面，三国山～長尾峠にかけて小斑状にみられる。

　38）　フジアザミーヤマホタルブクロ群集

　　　Cirsio．CampanuletumhondoensisMiyawaki，OhbaetMurase1964
　　　（Tab．41）

　フジアザミーヤマホタルブクロ群集はフジアザミによって特徴づけられる崩壊地草本植物群落

である。植生高は20～70cmに達し，全植被率はおおむね50％以下である。フジアザミ，イタド

リが優冷するほかヤマホタルブクロ，オンタデなどが混生する。出現種数は2～5種である。

Taわ．弔　フジアザミーヤマホタルブクロ群集

Cirsi・一Campanuletumhondoensis
Laufende　Nr．：

Feld．Nr．（Zahl　d。　Aufnahmen）：

Datum　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（n12）：

｝｛6he　菰．　Meer　（m）：

Exposition＝

Neigung（。）：

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1（Mittlere　Artenzahl）：

通し番号

調査番号（調査畦引）

融年肛　　　i
　　　　　　　　　　　　…

調　査面積
海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜
植　　生　　高

櫃　　被　　率

出現種数（平均出現．鍾数）

　1
　G
　7
　’85

　10

　26

　10
1β90

　S
　25

　40

　40

　5

　　2
　　（2）

　　’79

！，120～2，000

　　（13）

K。。。．u．　T，e。n。，、。n　d．　Ass．、　　群集自邸．区分種　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　Cか∫∫z‘〃zρκ7ψ貯α躍1μ　　　　　　　　　フジアザミ　　　　　　　　　3・3　　　2（2）

　Cαηzραπ厩αρμη6厩α如var・1～o’」406〃∫’∫　ヤマホタルブクロ　　　　　　　2・2　　　　2（十一2）

　Sonstige　Arten；　　　　　　　　その他の種
　　A雌ゐ’5∫6〃「α∫α　　　　　　　　　　　フジハタザオ　　　　　　　　　！・2　　　1（1）

出現1回の種Auβerdem　le　eimal　in　Lfd．　Nr．1：魚’Z7z45認8c8ゐ1η躍∫バライチゴ2・3，　A7≠6〃～∫5～α♪1伽‘ψ∫

　ヨモギ＋．

Lage　d．　Aufn．調査地：Hd・Nr・1：0yama－cho，　Sunto－gun駿東郡小山町．

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料名：Lfd・Nr．2：P戯f・Sizuoka静岡県（1979）．
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　　　Fig．45崩壊地のフジアザミーヤマホタルブクロ群集

　　　　　　　　　　　　　　　（富＝1二山」二丁三に聖，　海抜1，350m）。

DasCirsio－Campanuletum　hondoensisaufeinemunstabilen
erodierten　Hang（Berg　Fuli，1，350m茸．　NN）．

Fig．46　フジアザミの花（富士山頂走口，海抜1，360m）。

C～7・5～κ〃δ♪κ1勲‘フrα砂〃in　B1概e（Berg　Fuji，1，350m茸．　NN）。
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　フジアザミーヤマホタルブクロ群集は砂礫崩壊地に発達する荒原植生として富士由東斜面に自

然生育している。植分は巨大な根生葉と四花を持つフジアザミによって特徴づけられ，富士山腹

の重要な景観要素となっている。小規模な植分は大井川沿いや富士川沿いの漢谷崩壊斜面にもみ

られる。二次的には林道建設に伴なって生じた崩壊性の道路法面などにも生育している。

　フジアザミーヤマホタルブクロ群集の潜在自然植生域は富士山：東斜面の谷状崩壊地にみられる。

海抜800～1，600mのブナクラス域を主な生育域としている。上限では同じく崩壊地荒原植生であ

るフジハタザオーオンタデ群集と接している（Fig．45，46）。

　39）　シラビソーオオシラビソ群集

　　　Abletetumveitchio．maries員Maeda！958（Tab．42）

　県下の海抜1，600mを越える山岳地域はコケモモートゥヒクラス域（亜高山性針葉樹林帯）と

なり，シラビソ，オオシラビソ，コメツガ，トウヒ，カラマツなどの針葉樹でおおわれる潜在自

然植生域となっている。コケモモートウヒクラスの森林植生配分を垂直的にみると，コケモモー

トウヒクラス域下部にブナクラスの植生と接したシノブカグマーコメツが群落，上部にシラビソ

ーオオシラビソ群集が成立している。シノブカグマーコメツが群落はまた高海抜地でも乾燥した

羅根部に土地的に出現する。富士山のシラビソーオオシラビソ群集には第四紀火山のスコリア質

火山灰土壌に影響されて，カラマツの優卜した現存植分が多く発達している。

　シラビソーオオシラビソ群集は群落高が15m以上になり，シラビソ，オオシラビソ，コメツガ

が優占している。富士山のようにカラマツの優乾するのは他地域ではみられない。高木第2層と

低木層には針葉樹の弱齢木がファシスを形成することも多いが，組成は貧弱である。他にはナナ

カマド，コヨウラクツツジ，オオバスノキなどがわずかにみられるにすぎない。草本層にはコバ

ノイチヤクソウ，コイチヤクソウ，ジンヨウイチヤクソウ，キソチドリ，ミヤマワラビ，カニコ

ウモリ，タケシマラン，マイヅルソウ，イチョウラン，コフタバランなど主に小形植物が多く生

育する。唖高山性針葉樹林の形態的特徴は林床にコケ層が発達することで，タチハイゴケ，イワ

ダレゴケ，セイタカスギゴケ，チシマシッポゴケなどのマットがみられる。

　シラビソーオオシラビソ群集は針葉樹類のほか，イチヤクソウ類，タケシマラン，キソチドリ，

イチョウラン，さらにコケ類で標徴・区分されている。隣接群落には低海抜地でブナクラスの森

林植生，高海抜地でコケモモーハイマツ群集がみられる。

　シラビソーオオシラビソ群集の県下の潜在自然植生域は海抜1，600～2，400mにあり，赤石山脈

に広く分布している。

⑳）　夕力ネノガリヤスーダケカンバ群集

　　Calamagτostio－Betuletumerma箪H（YamazakietUematsu！963）

　　Asano，　Sumata　et　Fujiwara　1972（Tab．43）
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　壮年期の急峻な地形を呈する山岳上部は，雪崩の発生しやすい急傾斜地が広がっている。この

ような立地では気候的極相を形成するコケモモートウヒクラスの針葉樹林は発達できず，ダケカ

ンバやミヤマハンノキの優占する夏緑亜高木林が土地的に成立している。れらの夏緑亜高木林の

発達域は海抜2，400m以上に偏り，県下では赤石山脈に限られている。とくに氷蝕カール急斜面

などによくみられるタカネノガリヤスーダケカンバ群集は日本掌側に広く分布するダケカンバ群

集の地域群集に位置づけられている。構成種にキヌガサソウ，カラクサイノデ，ベニバナイチゴ

などの標徴種を欠き，出現歯数も少ない。

　タカネノガリヤスーダケカンバ群集の群落高は10mどまりで，ダケカンバが優占している。群

落の階層は3層からなり，低木／習にミヤマハンノキ，オガラバナ，オオヒョウタンボク，クロツ

リバナ，ミネザクラなどが生育している。草本層にはタカネノガリヤスの優占するのが特徴的

で，他にもヒメノガリヤス，ミヤマハンショウヅル，カラマツソウ，クルマユリ，タカネスイバ

などが出現している。

　タカネノガリヤスーダケカンバ群集の隣接群落には，土地的に安定した立地でシラビソーオオ

シラビソ群集，雪崩が頻繁で積雲が比較的遅くまで残る立地でセンジョウアザミーミヤマシシウ

ド群集がみられる。

センダイトウヒレン～ミヤマヤシャブシ群集（先駆性低木群落）

　　Saussureo・Alnet疑m　hirtellae（Pionlerwald）

　　　　　　↑　1

　アカソーオオヨモギ群集（山地高茎広葉草本群落）

Boehmerio－Artemisietum　montanae（mo紅tane　Hochsta雛denwiesen）

　　　　　　　　　　　　肇

　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　E
　　　　　　オオバヤナギードロノキ群集（亜高山帯渓下林）

　　　Toisuso－Populetum　maximowiczli（s疑balpinαUferwald）

　砂礫質の未熟土の堆積した渓1弄己畔

　　Bachrinne　mit　Kies－B6den　in　der　montanen　Stufe

一一一一一
月ｩ然発達　　　一一一一一一一御繕；然性の破壊

　　　　　nat｛irliche　　　　　　　　　　　　natUrliChe
　　　　　Entwicklung　　　　　　　　Zerst6rung

　　　Fig．4ア　オオバヤナギードロノキ群集域の群落環。

Gesellschaftsring　im　Toisuso－Populetum　maximowiczii－Gebiet．
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　4D　オオバヤナギード葭ノキ群集

　　　Toisuso．populetummaximowicziiOhba1974
　静岡県北部の赤石山脈に源を発する大井川の源流域などブナクラス域上部からコケモモートウ

ヒクラス域下部にかけての海抜900～2，200mの範囲にある河川の源流域の漢畔や河床はナオバヤ

ナギードロノキ群集の発達する潜在判然植生域と考えられる。オオバヤナギードロノキ群集の潜

在生育域はブナクラス域上部でコゴメヤナギ群集などヤナギ類を主体とした河辺林に接している。

　オオバヤナギードロノキ群集は山地漢畔林の中では最も高海抜地に生育し，コケモモートウヒ

クラス域に相当する河川の源流においてその生態的最適域を示している。このようにオオバヤナ

ギードロノキ群集の生育地が河川の源流域にあることから水源涌養，水質保全など生態的に重要

な位置を占めている。また源流域は：土砂の崩壊，流失の激しい地域でもあることからオオバヤナ

ギードロノキ群集は自然環境保全の意味からも極力保護する必要がある。

　オオバヤナギードロノキ群集域の群落環はFig．47に赤された。

　42）　センジョウアザミーミヤマシシウド群集

　　　Cirsio　sealoensis－Angelicetum　pubescentis　matsumurae
　　　　（Ohba　1969）ex　Ohba　1974（Tab，44）

　タカネノガリヤスーダケカンバ群集の立地よりさらに雪崩，沸沸など積雪による破壊の強い立

地では，森林植生は発達できず，草原植生が潜在自然植生として判定される。赤石山脈では，日

本海側に広域分布するタテヤマアザミーホソバ｝・リカブト群集の地域群集としてセソジ。ウアザ

ミーミヤマシシウド群集が区分されている。

　センジョウアザミーミヤマシシウド群集は群落高が50～100c皿の多年生草本植物群落で密生

した植分をつくる。優占種にはミヤマシシウド，ニッコウキスゲがあり，他にもキバナノコマノ

ツメ，タカネノガリヤス，タカネスイバ，エゾシオガマ，イブキトラノオ，タカネグンナイフウ

ロ，サンリンソウなどが出現している。標綿種・区分種にはセンジョウアザミ，サンリンソウ，

ホソバトリカブト，ヤハズヒゴダイ，キイトスゲ，バクサンイチゴツナギがあげられる。

　セソジョウアザミーミヤマシシウド群集は海抜2，300m以上の亜高山帯上部に分卜し，楽下で

も稜線付近にお花畑として点在して成立しているにすぎない。隣接群落にはやや安定した立地で

タカネノガリヤスーダケカンバ群集とコケモモーハイマツ群集，積雪の遅くまで残る雪田でアオ

ノツガザクラージムカデクラスの植生がみられる。

　43）　コケモモーハイマツ群集

　　　Vaccinio．PinetumpumilaeMaedaetShimazaki1951（Tab．45）

　海抜2，400mを越える高い山では，気候的にも土地的にも森林植生は発達できず，低木林，草

原の成立する地域となる。赤石山脈の海抜2，400mを越える稜線沿いでは常緑針葉樹のハイマツ
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　　　　　　Tab．44　センジョウアザミーミヤマシシウド群集

Cirsiosenjoensis－Angelicetumpubescentismatsumurae
Lfd．　Nr．：

Aufn．．Nr．；

Datum　d．　Aufn．：

H6he　U，　Meer（m）＝

GroBe　d．　Probeflache（m2）1

£xposition：

Neigung　（o）：

Zahl　d．　Aufn．：

至｛6he　d．　Vegetat玉on（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（劣）：

Artenzah1（Mittlere　Artenzahl）：

通　し　番　号

調　査番　号

調査年月日

海抜
調　二

方

傾

調　査

植　　生

植　　被

暗

面

区

度

積

位

斜

数

高

率

出現回数（平均出現種数）

　　1　　　　　2

　　9

　’79

　　7

　25　　　　－
2，670　　　2，330～2，470

　7×！0　　　－

　S£

　！0

　　　　　　　8

　70
　95
　25　　　（22）

Kenn・u．　Trennarten　d．　Ass．：

　αパ砒〃呂∫6ノヴ。π6／z∫8

　五π8〃’伽8∫‘oZOηヴ診2一α

Arten　d．　Betulo－Ranunculetea：

群集標徴種および区分種

　センジョウァザミ

　サンリンソウ

ダケカンバーミヤマキンポウゲクラスの種
　Aπ9読αψ～め85C6〃5　var．ノ〃α’∫’払槻‘1・‘泥

　乃噌・ZZお1認爾απ・‘∫var．ノ妙磁α‘∫

Cα1・6潤α・ゐα∠∫ノZεπ∫’∫var．ノ｝‘んα

　／ICO’3琵〃π58〃απ8π58

RαノZ～4／Zごぬ∫αC’・∠5vaLノψ♪・ノ細∫

　G徽πごZ‘〃Zツ8∫・6・～5θvar．ノ～ψρ・ノ～’α〃π

　％♂∫πg忽んoZ（ψ認αZα

　G6π原αηα〃～α葱ノZO’

　αzZα〃～α9ノー。謡’55αclzα」∫ノエ召π5～5

Sonstige　Arten：

　㍑gz‘zαノーfα4βπ‘α’‘‘

　G（〃．rαノ～ゴZ〃〃　6ノ略ガ05オβ〃呂0／z　var，ノ巳θ’〃ど∫

　▽ノoZαゐ耀。ノて‘

　Mα如η〃L（ヲ〃麗‘〃凄4∫♂α’α〃‘〃z

　Aノ～ζψ1泌∫アノエαノ欝アゼ‘αc召αvar．ωzg～磁・ノー

　5・♂∫ぬ90面窺τε‘ノー8αvar．爾OCα1ψα

　　　u．a．

　ミヤマシシウド

　シナノキンバイ

　キイトスゲ

　ホソノミトリカブト

　ミヤマキンポウゲ

　バクサンフウロ

　イブキゼリ

　オヤマリンドウ

　イワノガリヤス

その他の種
　マルバダケブキ

　グンナイフウロ

　キバナノコマノツメ

　マイズルソウ

　曽セマノ、ノ、コ

　コガネギク

　以下略

1

1・2

1・2

3・4

2・3

2・3

1・2

1・2

十・2

　十

　十

　十

3・3

2・2

十・2

÷・2

　十

　十

V（＋一1）

駅2）

狙（＋一2）

皿（＋一1）

1（1）

V（1－4）

1（＋）

1（÷）

1（1）

1（2）

1（1）

1（1）

1（D
H（！）

1（＋）

1（2）

1（＋）

出現1回の種AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．！＝7ソ～α♂∫c孟ノ・’‘ノμασ‘認69碗〃z‘〃」var一庇61噌〃’6‘♂∫z〃ノ’カラ

　マツソウ2・2，・Bθ砺♂α8ノ喝〃’αノ～∫’ダケカンバ1・2，Rκ〃超露α1『ら命」々‘5タカネスイバ1・2，抽4’α‘Zα1’お5／6一

　之08η5∫5エゾシオガマ十・2，Pb4ygoπz’〃’てノ∫τ，∫ρα耀〃’ムカゴトラノオ　十・2，．距配’1闇κ〃～．∫’αノπ∫π6z〃μ　コ

　バイケイ÷・2，0π，1zおαノ・謡α‘αバクサンチドリ十，憾1u∂∫∫4yπz’αvaLゐαノ〃醜1～α如αミヤマハタザ

　オ十．

Lage　d．　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．1；Senmaigoya－Hutte，　Stadt　Shizuoka静岡市千枚ノ1・屋，2：Berg　Tekari，

　猛onkawane－machi本／l【根田光岳，

Nachweis　d．　Aufn．既発表資料名：Lfd．　Nr・210hba　u・Sugawara大場・菅原198L
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Lfd．　Nr．：

Hδhe　U．　Meer（m）：

Zahl　d．　Aufn．：

Mittlere　Artenzahh

Tab．45　コケモモーハイマツ群集

Vaccini・一Pinetumpumilae
　　　　　通　し番号

　　　　　海抜高度

調査無数
平均出現種数

　　1　　　　　2

　2，460　　2，660

～2，540　　～3，010

　　5　　　　13

　　10　　　　12

Kenn，　u．　Trennarten　d．　Ass．：

　P〃zκ∫ρμ〃認α

　職66加∫‘ωaτπおぜ4αω

　RlzO4048π41侃ん鷹1げ‘αノψκノ〃

　Rん0♂0‘Zωκ」ノ・0πα～‘1－6Z〃π

　P置沼z〃πσ・～5’α．cα5彦ブθπ5’∫

Sonstige　Arten＝

　Coノブ～μ∫cαπα46，z∫’∫

　＆1’ψ’砂～’∫∫オ1’ψ彦砂。’4‘ヲ5

　Rzめん∫μ4α々‘∫

　▽ヒκ‘’ノz々〃μ∫〃’【zz々ご

　測8，〃一〇堵’～〃ノ♂5C13ノ・εδ6ノー～

　亙y♂oぐ01〃加π5μ8ノ～48〃5

E〃ψ曲四〃θZ’91マ〃ノ’var，ノ・ψ・〃’α〃〃

　Cので」じ。辺yα〃41てz

30Z∫4αgo癬9α耀αvar．樒・cα吻
　30rろ～‘∫∫α〃～ゐ～κσb♂ガα

　51LO1一がα∫0♂ぬノZθ〃0’48∫

　ム4認αノz∫116〃β～〃π4’♂α’α‘‘〃〃

　Vα6‘∫’～～～〃πoて，αZ〃b♂∫～〃〃

　〆1δ～β5・びθ銘611∫～

　1乃ゼβηオαz∫5β～〃ηρα8α

　Coμ∫5’ノがbZ’α

　　u。a．

群集標徴種および区分種

　ハイマツ

　コケモモ

　ハクサンシャクナゲ

　キバナシャクナゲ

　ダチョウゴケ

その他の種
　ゴゼンタチバナ

　ヒメタケシマラン

　コガネイチゴ

　小骨バスノキ

　タチハイゴケ

　イワダレゴケ

　ガンコウラン

　ヒメスゲ

　コガネギク

　タカ不ナナカマド

　イワカガミ

　マイヅルソウ

　クロウスゴ

　シラビソ

　ツマトリソウ

　ミツバオウレン

　以下略
1

V（5）　　　V（5）

；V（1－2）　V（＋一3）

K【（2）　　　　　亜（十一2）

・　　　IV（＋一3）

1（1）　　皿（十一2）

翌（÷一1）翌（1）

皿（十）　　十（十）

1（一ト）　　　　取（一トー3）

N（十一1）皿（十・一2）

IH＋一1）

H（1－3）

皿（2）

iω
1（＋）

1（！）

1（＋）

1（＋）

翌（1－2）

H（＋）

皿（＋）

9

H（十一4）

H（＋一2）

H（＋一2）

＋（＋）

∬（＋一1）

11

】V（十一4）

罫（＋）

皿（＋一2）

豆（＋一1）

Lage　d・Aufn・調査地：Ltd・Nr・1：Berg　Tekari一（lake，　Honkawane・machi本川根町光岱，2＝Berg　Hijiri－

　dake～Berg　Akaishidake，　Stadt　Shizuoka静岡市聖岳～赤石岳．

Nachwels　d・Aufn・既発表資料名：Lt（L　1：0hba　u．　Sugawara大場・菅原！981，2：Praf．　Shizuoka

毒争岡県　1979．

がカーペット状に広がるコケモモーハイマツ群集が潜在自然植生に判定され，また現存植生とし

ての広がりも確認されている。

　コケモモーハイマツ群集は20～！00cmの群落高をもち，低木層と貧弱な草本層とコケ層から

なっている。低木層には優占するハイマツのほかにキバナシャクナゲ，バクサンシャクナゲ，オ

オバスノキなどが散生している。草本層にはコケモモ，コガネイチゴ，イワカガミ，ガンコウラ

ン，スギカズラの常在度が比較的高い。コケ層にはダチョウゴケ，チシマシッポゴケ，イワダレ

ゴケなどがわずかにみられる。標甲種・区分種にはダチョウゴケ，ハイマツ，キバナシャクナゲ，

コケモモがある。
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　　　　　　　　Tab・46　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集

　　　　　　　　　　Anapha】ldo－Phyllodocetumaleuticae
H6he“・Mee「（m）： @　　海抜高度　　i　2，660
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　3，100

Z・hld・A・f・・；　　　　　調査区数　　　i　　8
Mittlere　Artenzah1：　　　　　　　　　平均出現義旗　　　　　　　i　　　　　13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
Kenn．　h．　Trennarten　d，　Ass．：

　測聚yμ040ご6α如漉‘α

　ん～α〆》1～α∠f5α躯co∠α

　G6z〃πμπオαカθ’αzκノπ

　γ召ノ凱∠ごαノ～ψ卿どαzvar．3痂απ・α伽～α

Sonstige　Arten：

　51ZO1鹿α50Zぬη8μ0∫4θ5

　50Z∫4α9・励菩α♂〃・βαvar．　Zε∫・α砂α

E〃ψの蹴・・ゆ蹴va・．ブαρ…読’〃・

　琉π6！πご己‘〃’τ彪5．’ゴαεα

　A2Zε〃♂・ノZ6ア～α漉∬耀・1u　var．7Zψ♪傭6α

　％むgo〃4〃’刀加ψαノ・μノノ’

　Coμガ∫’1ガbZ如

　乃・∫6〃α1ゼαぐα〃話∫ぐ1zα’‘θノz∫ε∫

　飾Zoπ∫（ψ廊01密ノzごαZ∫5

　D8∫01～α〃ψ∫ガαガ6：τκ05α

　G8π彦∫απαノ〃α々’η0’

　V／oZαう耀01η

　ゐz49μZαoZご9伽坊α

　麗読α’Zα1廊c1丁目〃’∫∬・〃ご5　var．ノψ・〃飴α

　1乃ψ8’αzθ’αゐπz6’8αごα

　Eノ亨98ro／zαZがcoZα

　ん僧職αZ胡αZ礁召ノZ5’∫var．’5Cん・η・吻～

　　　u。a．

群集標徴種および区分’種

　アオノツガザクラ

　タカ不ヤハズハハコ

　チングルマ

　シナノヒメクワガタ

その他の種
　イワカガミ

　コガネギク

　ガンコウラン

　コケモモ

　ハクサンイチゲ

　ムカゴトラノオ

　ミツバオウレン

　クロコ・リ

　ショウジョウバカマ

　コメススキ

　オヤマリンドウ

　キバナノコマノツメ

　タカ不スズメノヒエ

　ヨツバシオガマ

　ミヤマホツツジ

　ミヤマアズマギク

　ウサギギク

　以下略

V（！－5）

V（＋一3）

H（1－3）

H（＋）

V（1－4）

V（＋一2）

V（2－5）

w（＋一1）

狙（＋一1）

皿（＋一2）

H（＋）

H（！－2）

皿（＋一1）

H（＋一1）

H（＋一1）

H（1一一2）

H（牽）

H（＋）

H（＋）

H（＋）

豆（÷一1）

Lage　d．　Aufn．調査地：Berg　Arakawamaedake～Berg　Akashi〔lake，　Stadt　Shizuoka静岡市荒lli前岳～赤

　石岳。

Nachweis　d．　Aufn．既発表資料名：P悟f．　Shizuoka静潤県！979，

　44）　アオノツガザクラージムカデクラス

　　　Phyllodoco－HarrimanelleteaKnapp1954（Tab．46）

　県下の亜高山帯，高山帯の多くを占める赤石山脈は，飛騨山脈，白山など日本海側の山岳に比

較して積雪量も少なく，雪の影響を受けた植生の発達は貧弱である。雪田植生もそのひとつで，

赤石山系では雪庇が形成され，土地的に積雪が増加，融雪の遅れる稜線直下付近に点在した立地

がみいだされている。

　現存植分は北岳周辺においてタカネヤハズ月一コーアオノツガザクラ群集の分痛が確認されて

いるにすぎず，イワイチョウーヌマガや群集などの分布はないとおもわれる。

　タカネヤハズハ・・コーアオノツガザクラ群集は地上高わずか1～5cmの緩生低木群落で，ア
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Tab．47　シラネヒゴタイーオヤマノエソドウ群集

Saussureo－Oxytropidetumjaponicae
H6he　U，　Meer（m）：

Zahl　d．　Aufn．；

Mittlere　Artenzahl；

海抜高度

調査区数
平均出現種数

2，785～

3，115

　14
　15

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：　　　　　　群集標徴種および区分種

　0置吻一働∫∫ノ妙。加。α　　　　　　　　　オ』ヤマノエンドウ

　5捻’‘∬‘”℃α’1「4）‘ε1τLvar・〃め～01’　　　　　シラネヒゴタイ

　Mゼノ躍α漉αん。π408ノ癬∫　　　　　　　　タカネツメクサ

　乃ψ1Llrα3読〃3αム9躍ノ’Z〃τ昭　　　　　　　　コバノコゴメグサ

Arten召・．Carlci　rupestris－Kobresietea　bellard　li：

カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスの種
　G8ノ加〃αα♂9～‘1α

　Cα〃ψαπ’‘Zα61～α〃多∫5∫oπ’∫

　A／z’120加π孟1zμ〃り砂。〃∫α〃π

　κ0ゐ1－85彪ゐ8〃αノ・4π

　エ）ノツα3・6妙伽Zαvar．α5’磁ごα

　Cα♂α〃’α91・o∫孟お∫6∫αμ耀。ノ郡

　D1ηろα∫αゐ～‘7痂var．ノ～ψρ0航α

　五Zのノ（愈α581・o彦が刀α

　％らノgo〃’〃πてノ加ψαノ駕〃’

Sonstige　Arten：

　cαノ・乱／τぶ勿刀πノ～功8

　P扉θ〃彦〃αノπα彦5κ．〃耀ノ「α8

　＆漉α4αノ・～5u6，一々。’zzα彦α

　τ々π‘1’．～∫～〃π～ゼ〃9’〃05～〃〃．

1）∫‘ψ8ノ～∫～αZ‘吻・〃～6αvar．・み・ηα’α

ω1u磁ごノ砂αvar．メ・ψ・〃∫cα

んZ8〃’・〃θ〃α1癬嗣・’πvar．〃ガ〃，・ノ～’（認

　＆漉灘παたα〃’‘‘ノーα〃α

　Tゐα〃〃～o々α四8ノ・〃，’（7κ♂αガ∫

恥’～καひび’ノ～αvar，‘ε砂～〃α

　丑ノ窃。～‘∫ノ‘ψoノ～～α∬

　ゐZ4之～’Zααノ・α磁αvar．」〃zα♂α∫‘ノん始Z3～∫

　5セ漉〃ノみプ0∫6α

五‘‘溜Zαo♂ガ8τzπ〃雄

乃読α‘Zαノゾ∫‘ψ040ごみ’♂α

　　u．a．

　トウヤクリンドウ

　チシマギキョウ

　タカネコウボウ

　ヒゲハリスゲ

　チョウノスケソウ

　ミヤr7ノガリヤス

　クモマナズナ

　チシマァマナ

　ムカゴトラノオ

その他の種
　イワスゲ

　ミヤマキンバイ

　タカネシオガマ

　クロマメノキ

　イワウメ

　マキバエイランタイ

ハクサソイチゲ

　レンゲイワヤナギ

　ムシゴケ

　ミヤマウシノケグサ

　ウラシマツツジ

　クモマスズメノヒエ

イワベンケィ

　タカマネズズメヒエ

　ミヤマシオガマ

以下略

V（＋一4）

M＋一2）
皿（＋一2）

H（＋一2）

V（＋～1）

M＋一2）

H（÷一1）

皿（1－4）

H（3－4）

皿（÷一1）

H（＋一1）

亜（＋一2）

H（＋一2）

V（＋一2）

V（＋一2）

W（＋一2）

狙）＋一2）

眠＋一2）

狙（1－3）

IH（1－3）

1旦（＋一4）

H（＋一2）

狙（1－2）

豆（＋一3）

H（＋一1）

II（＋）

聾（＋一！）

豆（÷一1）

Lage（1・Aufn・調査地：13erg　Hiliridake～Berg　Akaishidake，　Stadt　Shizuoka静岡沫「聖岳～赤石岳．

Nachweis（L　Aufn・既発表資料名：Praf．　Shizuoka静岡県1979．
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　　　　　　　　　　　　Tab．48　フジハタザオーオンタデ群集

　　　　　　　　　Arabldo－Polygonetumweyrichiialplnae

H6he茸．　Meer（・n）：　　　　　海抜高度　　　i

Z。hld．A。f。．：　　　　　調査区数　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IMittlere　Artenzahl＝　　　　　　　　　平均出現碁笥

Kenn－u．　Trenaarten　d．　Ass．；　　　　　群集標徴種および区分種

　ズb砂gO／z‘〃π塑《y威21ぬvar．α砂∫〃Z〃〃　　　オンタデ

　Aザ如μ競αρθ4姻C己’ZO5α　　　　　　　　ミヤマオトコヨモギ

　A搬ゐ～∫3817「磁α　　　　　　　　　　　フジハタザオ

Artend．Dicentro－Stellarietea　nipPonicae：

2，410～

3，260

　！8

　4

，マクサ＿イワツメク》クラスの種i

　Cαノー8灘磁伽αノ～〃1α

　5〃如ゾαノz’”o〃～ατ

Sonstige　Arten：

　Cごzノー8謬‘108加舵ノガ

　んりgoノ醒〃’α’吻伽’κ1〃f．ω〃ψαc’～〃〃

　5α々飢2・ε加ガ

　50照α9ατ∫7・9αz〃でαvar．酬・6αノ：♪α

　飾の∫αノ「〃μ7～6～o認65

五脚α9αZ～‘∫ノノZ8〃め1π刀αぐ郎var．・伽5εど3

・4s襯9ぬ5α45μプ9θノ～5　var．ノ｝づ∫∫α〃8ノ～∫15

　　u．a．

　イワスゲ

　イワツメクサ

その他の種
　コタヌキラン

　オノエイタドリ

　ミネヤナギ

　コガネギク

　イワオウギ

　タイツリオウギ

　ムラサキモメンヅル

　以下略

V（1－4）

皿（＋一2）

1（＋）

W（＋一3）

1韮（＋一1）

H（1－2）

駅3－5）

藍（＋一2）

1（＋）

÷（1）

＋（D

＋（＋）

Lage　d．　Aufn．調査地：Berg　Fuji，　Stadt　Fuji富土市丁目1山．

Nachweis　d．　Aufn．既発表資料名：Miyawaki，　Nakamura，　Fuliwara　u．　Murakami寓脇・中村・藤原・村

　上1984．

オノツガザクラが優占している。他にもジムカデ，キンスゲ，チングルマ，コイワカガミ，コメ

ススキなどが伴生している。標徴種・区分種にはアオノツガザクラ，ジムカデ，タテヤマキンバ

イがある。

　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集の隣接群落にはセンジョウアザミーミヤマシシウ

ド群集，コケモモ一目イマツ群集などがある。

　45）　コマクサーイワツメクサクラス，カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス，エイランタ

　　　イーミネズオウクラス

　　　Dicentro・Stellarietea　nipponicae　Ohba！968u．aラCarici

　　　rupestris一王（obresieteabellardiiOhba1974，Cetrario－

　　　LoiseleurieteaSuz．．Tok．Umezu1964（Tab．47，48）

　赤石山脈の海抜3，000mを越える山頂域，あるいは聖岳のように海抜が低くても石灰岩を特殊

母岩とする地域では，低木林の成立がみられず，荒漂状の草原が潜在自然植生として発達する。

　礫が移動しやすい急傾斜地では，コマクサーイワツメクサクラスのタカネビランジを標徴種と



92

するタカネビランジーミヤマミミナグサ群集が成立する。また崩壊性は弱く，風化の未熟な岩盤

上にはシコタンソウ，イワベンケイ，マキバエイランタイを標徴種・区：分種とするイワベンケイ

ーシコタンソウ群集が潜在自然植生に伴定されている。また，冬季の風衝が強く，極端な低温

にみまわれ，構造土が発達するか，あるいは石灰岩を母岩とする立地ではカラフトイワスゲーヒ

ゲハリスゲクラスのシラネヒゴタイーオヤマノエンドウ群集（Tab．47）が潜在自然植生に判定

されている。コケモモーハイマツ群集の上限域では，ハイマツ林に接してコメバツガザクラ，ミ

ネズオウ，ガンコウラン，コケモモなどの綾性常緑低木，ムシゴケ，マキバエイランタイ，ハナ

ゴケ，ミヤマハナゴケなどの地衣類を伴なったコメバツガザクラーミネズオウ群集が発達してい

る。とくに植分の広がりは冬季の風衝側となる繭斜面に著しい。本書ではこれらの群集と地形と

の対応が1：50，000の縮尺では読みとれず，凡例は一括してクラスに代表されるている。

　46）　自然裸地　　Nack£er　Boden

　河川沿いのように頻繁に流水による破境を受ける立地，火山活動があって植生の復元の進まな

い立地，沿岸沿いの波，飛砂による影響を頻繁に受ける立地などでは，環境の規制要因が強く働

き，植物群落の発達が不可能な場合がある。このような対象地域は自然熱地として凡例としてあ

る。

47）開放水域　　O挽盒eWasse出achen

　流水域で沈水・浮水植物群落，さらに湿地性草原の成立も困難な立地を凡例化してある。主要

な環境規制要因には流速が速いこと，水が商議であることがあげられ，安倍川，大井川の上・中

流域に多くみることができる。


